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　令和8年3月定例会を3月5日から23日までの会
かい

期
き

で開催しました。
　町長から提案された案

あん

件
けん

は28件（報告1件、同意1件、条例制定1件、条例改正11件、条例廃
はい

止
し

1件、補
正予算6件、当初予算6件、その他1件）、議員発議による案件が1件（条例改正）、請願（1件）があり、その
中から条例改正・補正予算・当初予算など17件を各常任委員会に付託しました。
　一般質問は3月9日に議員6名が行いました。3月定例会は最終日、委員会に付

ふ

託
たく

していた議
ぎ

案
あん

17件（内1
件は修正案あり）、に加え、追加提案された議

ぎ

案
あん

(2件)、意見書（1件）を採
さい

決
けつ

し、閉会しました。

54億2千100万円 可決
令和8年度 一般会計予算

3月
定例会

議　案

議案第10号 豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案

委員会での採決

本会議での討論

提案説明
　令和８年度から新たに導

どう

入
にゅう

される子ども・子育て支
し

援
えん

納
のう

付
ふ

金
きん

に関する新設と令和９年度に県内保
ほ

険
けん

料
りょう

水
すい

準
じゅん

の統一に向け、被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

の急
きゅう

激
げき

な負担増を回
かい

避
ひ

するため、段階的に税
ぜい

率
りつ

を改正するもの。（委
員会：総務産業建設常任委員会付託）

採決結果
議員名

長
谷
川

井
　上

本
　田

中
　島

前
　田

西
　澤

議第10号 豊郷町国民健康保険税条例の一部を改正する条例案 〇 〇 ☒ 〇 － 〇
（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成多数で可決　委員長報告 可決

反 対 本田  淸春 議員
　第1に、少子化対策や子育て支

し

援
えん

は、国が責
せき

任
にん

を持って安定した財源を
確保し、全額国費で賄

まかな

うべき最重要課題です。それを、医
い

療
りょう

保
ほ

険
けん

を目的と
する国民健康保険に上

うわ

乗
の

せし、事実上の子育て増税として加入者に負担を
求めることは、国の公的責任の放

ほう

棄
き

にほかなりません。医
い

療
りょう

保
ほ

険
けん

制
せい

度
ど

の趣
しゅ

旨
し

を逸
いつ

脱
だつ

し、さらなる負担を強
し

いる手法は断
だん

じて認
みと

められません。
　第2に、県が2027年度の完

かん

全
ぜん

統
とう

一
いつ

化
か

をめざす中、本改正は、町が独
どく

自
じ

に行ってきた保険料軽
けい

減
げん

措
そ

置
ち

を廃
はい

止
し

し、住民に負担を押しつけるものです。今回の改正案では、後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

分
ぶん

を除
のぞ

く
全ての区分で値上げが提案されています。そもそも、国保は加入者の4割が年金生活者などの
無
む

職
しょく

層
そう

、3割が非正規労働者であり、所得の低い層
そう

が集中している保険制度です。現状でも高す
ぎる保険料は、既

すで

に加入者の負担能力の限
げん

界
かい

を超
こ

えています。物
ぶっ

価
か

高
こう

騰
とう

が続く苦しい生活の中で、
追い打ちをかけるような負担増を強

し

いることは、町民の健康と命を守るべき国民健康保険制度
の理

り

念
ねん

を自
みずか

ら否
ひ

定
てい

する暴
ぼう

挙
きょ

です。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

3
月
定
例
会 議案第25号令和8年度豊郷町一般会計予算に対する修

しゅう

正
せい

動
どう

議
ぎ

修正案を提出!! （委員会：予算決算常任委員会）

委員会での採決

採決結果
議員名

長
谷
川

西
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井
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本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
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村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

議第10号 豊郷町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例案 〇 〇 〇 ☒ 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ×

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

修正案 鈴木勉市議員ほか1名から提出された
修正案 〇 × 〇 〇 欠 〇 － 〇 × 〇 × 〇

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

提案説明 鈴木  勉市 議員
　修正案は、町民の生活を支援する視

し

点
てん

から町長提案の当初予算を組み替
え、歳出、総務管理費11億6,408万1千円を11億6,208万1千円に200
万円の減額。社会福祉総務費10億9,412万2千円を10億9,752万2千円
に340万の増額。この内訳は、冷

れい

暖
だん

房
ぼう

費
ひ

助成並びに補
ほ

聴
ちょう

器
き

助成を拡充です。
児童福祉費は、7億3,937万8千円に80万円の増額。出産祝い金の増額

です。保健衛生費は、1億8,969万9千円を1億8,999万9千円に30万円の増額。これは高齢
者の人間ドックの新規事業としての設計です。教育総務費は、3億195万4千円を3億245万
4千円に50万円を上

うわ

積
づ

み。これは入学祝い金の増額です。予備費は、500万円を200万円に減
額です。

賛成多数で可決　委員長報告 可決

本会議での討論

賛 成 西澤  博一 議員　(町長提出予算案)
　町は、福

ふく

祉
し

の推
すい

進
しん

・保
ほ

健
けん

衛
えい

生
せい

・農
のう

業
ぎょう

振
しん

興
こう

・商
しょう

工
こう

観
かん

光
こう

の推
すい

進
しん

・道
どう

路
ろ

整
せい

備
び

・公
こう

営
えい

住
じゅう

宅
たく

・災
さい

害
がい

対
たい

策
さく

・教
きょう

育
いく

予
よ

算
さん

など、様々な予算を計上しています。
　修正案は、町が将来への財

ざい

源
げん

確
かく

保
ほ

を行うための財
ざい

政
せい

調
ちょう

整
せい

基
き

金
きん

の積立てや
非常事態などに備

そな

えた財源を減額するもので、理解に苦しみます。
　町は、国・県の交付金を活用し、財源確保に動くなど、安定した行財政
運営に努めることを強く求めて賛成討論とします。

本会議での採決

3　 とよさと議会  第100号
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反 対 河合 勇 議員　(修正案)
　修正案のポイントは、町長が提案した予算の趣

しゅ

旨
し

を損
そこ

なうような増額修
正であるかどうかであります。
　地方自治法第97条第2項では、「普通地方公共団体の長の予算の提出の
権
けん

限
げん

を侵
おか

すことができない。」と規
き

定
てい

しています。これは議会が予算を修正、
増額、減額できることを認

みと

めつつ、町長の予算提出権を侵
おか

してはならないと
いうことです。このことから予算の編成、提出権は町長にあるため、議会がその根

こん

幹
かん

を覆
くつがえ

すよう
な新たな事業を勝手に追加することは、町長の権

けん

限
げん

を侵
しん

害
がい

したとみなされ、制
せい

限
げん

されます。いわ
ゆる町長と議会の役

やく

割
わり

です。非常に重大な問題があると私は考えています。
【問題点1】　事業を行う担当課の職

しょく

員
いん

が誰
だれ

も知らなかった。
　議会側

がわ

が修正案を出す際
さい

、「町長と議会の間で調
ちょう

整
せい

がつくならば、可
か

能
のう

。」なことであります。
　町長や各担当課長に対して、「この修正に異

い

議
ぎ

はないか。」と意見を聞くのが道
どう

理
り

にかなった手
続であります。予算の趣

しゅ

旨
し

の意見聴
ちょう

取
しゅ

を怠
おこた

ること、忘
わす

れていたでは済
す

まされないことであります。
　予算編

へん

成
せい

は、限
かぎ

りある財源をもとに、効
こう

率
りつ

的で有
ゆう

効
こう

な事業を最
さい

大
だい

限
げん

発
はっ

揮
き

するために準備し、苦
く

渋
じゅう

の選
せん

択
たく

と決
けつ

断
だん

により成
な

り立ったもので、なくなく次の機
き

会
かい

へと持ち越
こ

した事業も多
た

々
た

あるとの
ことです。
　こうした令和8年度予算を、いとも簡

かん

単
たん

に修正する。このようなことは議員としてやってはい
けない。やるべきではないと私は思います。
【問題点2】　予算決算常任委員会において、詳

しょう

細
さい

な説明が無い。
　鈴木議員の後

あと

で見てくださいというような発言はどういう意味か。すぐさま委員会の採
さい

決
けつ

があ
ることを知っていながら詳

しょう

細
さい

な説明をしないのはなぜか。これでは委員会の慎
しん

重
ちょう

審
しん

議
ぎ

を果
は

たせな
い。委員会付

ふ

託
たく

の必要性が疑
ぎ

問
もん

視
し

されます。また、どうして長谷川、井上、中島、前田、各議員
は内容を知っていたのか。事業内容の説明が一切されない中、どうして賛成の判断ができたのか
不思議でならない。私だけでしょうか。それは、提出者である鈴木議員を含め、賛成した今村議員、
本田議員、長谷川議員、井上議員、中島議員、前田議員の7人は、事前に知っていたと私は推

すい

測
そく

することで説明がつきます。
　修正案は、行政の計画した事業に新規事業を加えるもので、予算編

へん

成
せい

方針や基本的な性格を根
こん

本
ぽん

から変えてしまうような修正であります。
　事業実

じっ

施
し

が決まっている冷
れい

暖
だん

房
ぼう

費
ひ

補助事業に対して317万円もの枠
わく

を新たに追
つい

加
か

しています
が、既

すで

に準備が進められています。事務的にやり直すことで実
じっ

施
し

が遅
おそ

くなる恐
おそ

れもあります。今月、
3月13日に発行された町の広報誌紙に掲

けい

載
さい

されています。8,000円が。見ていますよね、皆さんは。
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認したところ対象人数は138人だと言っていました。8人は助成対象でありながら助成を受けら
れないということになります。予

よ

算
さん

不
ぶ

足
そく

が生じます。
　さらに、補

ほ

聴
ちょう

器
き

助成、出
しゅっ

産
さん

祝
いわ

い金、後
こう

期
き

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の人間ドック補助、冷
れい

暖
だん

房
ぼう

費
ひ

助成、入
にゅう

学
がく

費
ひ

助成は、
どれもが今議会の質

しつ

疑
ぎ

や一般質問において、行政側
がわ

から安定した行政運営を進める上で困
こん

難
なん

であ
る。今は考えていないという答

とう

弁
べん

があったばかりのものです。この修正案は、円
えん

滑
かつ

な行政運営を
阻
そ

害
がい

することだと思います。

反 対 今村  恵美子 議員　（町長提出予算案）
　豊郷町の財政運営は、大きな転

てん

換
かん

点
てん

に立っていると考えます。これまで
の土木型投資的経費型財政から環

かん

境
きょう

・福
ふく

祉
し

・教育文化型財政への見直しが
必要だと考えます。不

ふ

要
よう

不
ふ

急
きゅう

の公共工事をなくし、既
き

存
そん

インフラの維持管
理や少子高齢化の中、環

かん

境
きょう

・福
ふく

祉
し

・教育などへの町民の需
じゅ

要
よう

が高まってき
ています。

　豊郷町は、財
ざい

政
せい

健
けん

全
ぜん

化
か

比
ひ

率
りつ

も県下市町の中で安定し、負
ふ

の遺
い

産
さん

が少ない自治体です。投
とう

資
し

型
がた

経
けい

費
ひ

や物件費の見直し、また、庁
ちょう

舎
しゃ

経
けい

費
ひ

などでは町長公用車購入750万円の見直しなどで持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な自治体運営が求められていると考えます。

とよさと議会  令和8年5月22日発行　 4

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

3
月
定
例
会

賛 成 本田  淸春 議員　（修正案）
　本修正案は、次世代への投資という点で、新しい命の誕

たん

生
じょう

に伴う誕
たん

生
じょう

祝
いわい

金
きん

の増額及び小・中学校入学時の助成金をそれぞれ2万円、3万円と増額。
これは、豊郷町の未来を担

にな

う子どもたちと、子育て世代への強力なメッセ
ージとなっています。高齢者の安心と健康保

ほ

持
じ

の点では、町を支えてこら
れた高齢者の皆さんに対し、厳

きび

しい気候から命を守る冷
れい

暖
だん

房
ぼう

助成金を1万
円に引き上げ。また、認

にん

知
ち

症
しょう

予
よ

防
ぼう

に直
ちょっ

結
けつ

する補
ほ

聴
ちょう

器
き

購
こう

入
にゅう

助成を6万円に拡充し、新たに後期高
齢者人間ドック受

じゅ

診
しん

への3万円助成を新設します。これらは健康寿
じゅ

命
みょう

を伸
の

ばし、将来的には医療、
介護費の抑

よく

制
せい

にもつながる先行投資となります。こうした助成拡
かく

充
じゅう

に対し、将来のため財
ざい

政
せい

調
ちょう

整
せい

基
き

金
きん

を取り崩
くず

すべきではないという慎
しん

重
ちょう

な意見もございましたが、それは承
しょう

知
ち

しています。
　しかし、現在、ガソリン価格の高

こう

騰
とう

、食料品をはじめとする生活必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

の値上げは留
とど

まると
ころを知りません。住民の家計は限

げん

界
かい

に達
たっ

しています。いざというときのための蓄
たくわ

えは、まさ
に今、このような非常事態にこそ活用されるべきではないでしょうか。予算は単なる数字の羅

ら

列
れつ

ではありません。そこには、誰を助け、どのような町をつくるのかという政治の意思が込め
られるべきです。住民の痛みに寄り添

そ

い、希望を持てる豊郷町をつくるため、本修正案が最適
格であると確信します。

　この中にも議
ぎ

員
いん

選
せん

出
しゅつ

監
かん

査
さ

委
い

員
いん

がいます。「不
ふ

偏
へん

不
ふ

党
とう

」、「公
こう

平
へい

無
む

私
し

」という四字熟
じゅく

語
ご

もあります。
無
む

償
しょう

ではありませんよ、年額8万円の報
ほう

酬
しゅう

が出ています。
　特定の主

しゅ

義
ぎ

主
しゅ

張
ちょう

に偏
かたよ

らず、中立の立場で平等かつ公平に物事を進める態度を示
しめ

すことが必要だ
と考えます。予算書にないような増額修正をどのように思っているのか。何より予算や条例など
の議案を提案し、決定した政策を実行する町長や担当課職員の権

けん

限
げん

を侵
おか

し、いとも簡単に議員が
修正するといった行

こう

為
い

は、町長に対する不
ふ

信
しん

任
にん

だと受け止められることです。個
こ

々
こ

の利益のため
なのか、住民の人気取りかもしれませんが、このようなことがまかり通

とお

れば、議員は要
い

りません。
　ここに鈴木議員から提出された修正案があります。賛成の方は、3枚目のこの部分しっかりと
分かっていましたか。3枚目の重要なことは一切説明がなかった。私は疑

ぎ

問
もん

に思い、担当課を回
って確認に行きました。内容に誤

あやま

りもあります。皆さん、どうかよく考えて、周りに左右される
ことなく各

おの

々
おの

が議員の責
せき

務
む

を果
は

たしてください。

本会議での採決

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

修正案 鈴木勉市議員ほか1名から提出された
修正案 〇 × × ◎ × － × 〇 × 〇 ☒ 〇

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成少数で否決 ※�否決されたことから、町長提出予算案（原案）についての採決となる。

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

町長提出
予算案

議第25号令和8年度豊郷町一般会計
予算案 × 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 ◎ × 〇 ☒

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成多数で可決
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議　案

発議第1号 豊郷町議会の議員の定数を定める条例の一部
を改正する条例案

「私自身の信念に基づいて、議
ぎ

員
い ん

改
か い

革
か く

を訴
うった

えて提案します。」（河合議員）
豊郷町議会議員の定数12人を10人に削

さ く

減
げ ん

する条例案。

提案説明 河合  勇 議員
　私が提案をした当初、賛

さん

同
どう

者
しゃ

は0
ゼロ

という非常に残
ざん

念
ねん

な結果を受けました。
それでも私自身の信

しん

念
ねん

に基づいて、議
ぎ

員
いん

改
かい

革
かく

を訴
うった

え提案してきました。
　令和7年12月の定例会では、西山一男議員、辻󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀󠄀
村岸善一議員の賛

さん

同
どう

を得
え

ました。賛成された方々は、自身の政
せい

治
じ

的
てき

信
しん

念
ねん

に
基づいて判断されたのでしょう。

　私は単なる報
ほう

酬
しゅう

や経費削
さく

減
げん

の観点から提案しているものではありません。議会の団体意
い

思
し

決
けっ

定
てい

、政
せい

策
さく

立
りつ

案
あん

能
のう

力
りょく

、行
ぎょう

政
せい

監
かん

視
し

の各機能を最大限に発
はっ

揮
き

するのは、議会を構
こう

成
せい

する議員の使命であ
りますが、現状に甘んじていませんか。各

おの

々
おの

の議員が、多様な町民の意見を反
はん

映
えい

するための議員
活動をされていますか。このことが投票率に表れているのだと私は思います。私は警

けい

笛
てき

を鳴
な

らし
ているものであります。
　さて、各町直近の人口をもとに仮に3町の人口それぞれを議員定数で単純に除

じょ

して、議員1人
当たりが町民の声を聞く人数とするならば、愛荘町で1,739.9人、多賀町で724.2人、甲良町で
629.7人となります。豊郷町というと587.4人となります。議員定数は、愛荘町12人、甲良町、
10人、多賀町10人であります。そう単純ではないことは十分わかっていますが、これはあくま
でも単純に比

ひ

較
かく

した話ではあります。
　人口の多い順で、愛荘町、多賀町、甲良町の順となり、これは危

き

機
き

感
かん

を持って多様な住民の声
を反映しようとした姿

し

勢
せい

がうかがえるものではないでしょうか。既
すで

に3町は議員定数削減をされ
ております。議員一人ひとりの意

い

識
しき

改
かい

革
かく

を狙
ねら

ってのことだと私は思っております。その結果、直
近の選挙の投票率を見ますと、多賀町で66.97％、甲良町で77.11％、豊郷町で60.66％であり
ます。定数を削減した2町の議員選挙が投票率で上回っています。当然でしょう。各

おの

々
おの

の議員が
危
き

機
き

感
かん

を持ったことが、議員活動の活性化を助
じょ

長
ちょう

したからではないでしょうか。これが私の言う、
議員の資

し

質
しつ

の1つだということです。
　昨年の12月議会、ある議員が反対討論を行いました。しかし、本町の人口規

き

模
ぼ

や歴
れき

史
し

、多様
性といっても異

こと

なることを理解しなければなりません。一方で、同規
き

模
ぼ

ぐらいの人口規
き

模
ぼ

である
近
きん

隣
りん

町
ちょう

の選挙における投票率からも明らかなように、議員定数を削減した2町の方が、本町と比
べて投票率が高く、住民の関

かん

心
しん

が高まっているということにほかなりません。
　さらに言えば、全国に多く存在する何万人という人口の規

き

模
ぼ

の町と7～ 8千人の人口規
き

模
ぼ

の町
と同じ町

ちょう

政
せい

であっても一
いっ

緒
しょ

にするのはベースに違
ちが

いがあります。
　全国では、令和5年4月までの4年間に無投票となった町村は全体の4分の1を超

こ

えており、
無投票を辛

かろ

うじて回
かい

避
ひ

した町村を加えると、全体の約6割
わり

となります。これは現時点で無投票に
なっていない町村においても、近い将来に無投票、定

てい

数
すう

割
わ

れとなる可能性が低くないことを示
し

唆
さ

し、
行政機関である組

そ

織
しき

の意思決定を1人のトップが全責
せき

任
にん

を負
お

う首長と対
たい

照
しょう

的
てき

に、合
ごう

議
ぎ

体
たい

である議
会は住民の多様性を求められ、選挙を通

つう

じて年
ねん

齢
れい

、性
せい

別
べつ

、職業等により、偏
かたよ

りのない多様な議員
で構成される必要があり、議会が危

き

機
き

感
かん

、問
もん

題
だい

意
い

識
しき

を持つ必要があるとしています。
　全国町村議会議長会は、議員報

ほう

酬
しゅう

と関
かん

連
れん

づけた考え方や定数削
さく

減
げん

の問題について、調査結果だ
けで言えば議員定数を考える際、住民の多様性を反映させる観

かん

点
てん

と合
ごう

議
ぎ

体
たい

として十分に検討、討
とう

論
ろん

できる人数を確保する観
かん

点
てん

が必要であることについては、憂
ゆう

慮
りょ

すべき要
よう

素
そ

や理想的な定数の姿
を論

ろん

理
り

するには弱いとも公表されています。
　すなわち議会ごとに事情が異

こと

なることから、各議会において判断すべきものであるということ
であります。
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　私は、ここで声を大にして言いたいことは、議員は各地域から支援された議員で構成されるこ
とが最も望ましく、多様な人材の確保につながるのではないかと思っております。
　先

せん

だっての議会だよりには、今村氏の反対討
とう

論
ろん

が載
の

っておりました。「今、豊郷町議会がやるべ
きことは、町民の皆さんの中にいる多様な人材が議員になるための環

かん

境
きょう

整
せい

備
び

と低
てい

額
がく

な議員報
ほう

酬
しゅう

の
引上げなど」というようなところが書かれました。
　これを行うには議員定数を削

さく

減
げん

し、その分を議員報
ほう

酬
しゅう

の引上げ財
ざい

源
げん

とすれば、即
そく

可
か

能
のう

でありま
す。
　議会がさらなる発

はっ

展
てん

をしていくには、「議
ぎ

会
かい

改
かい

革
かく

」をする前に、まずは「議
ぎ

員
いん

改
かい

革
かく

」をすべきで
あります。
　身を切る改

かい

革
かく

として議員定数削
さく

減
げん

に賛
さん

同
どう

し、正
せい

々
せい

堂
どう

々
どう

住民の皆さんの民意と信
しん

託
たく

に応
こた

えたらい
かがですか。そして、さらなる議員の資

し

質
しつ

の向上、町民の福
ふく

祉
し

の向上を目指す必要があるという
ことを述

の

べて、提案理由といたします。

反 対 本田  淸春 議員
　私は3年前、定数3名の補

ほ

欠
けつ

選
せん

挙
きょ

、これは無投票でしたが、その半年後
の本選挙を経

へ

て町議会議員となりました。本選挙では、定数12名に対し
13名が立

りっ

候
こう

補
ほ

するという激
げき

戦
せん

の中、最下位の12位で当選させていただき
ました。この最下位当選という事実は、私にとって大きな意味を持ってい
ます。もし定数が1名でも少なければ、私に託

たく

された有権者の声は議会に
届
とど

かなかったということだからです。
　議員となって以来、私は毎朝の小学校の登校見守りを欠

か

かさず続け、子どもたちの安全を確保
しながら、地域の実情を肌

はだ

で感じてまいりました。また、予
よ

期
き

せず議会広報常任委員会の委員長
を引き継

つ

ぐこととなりましたが、委員の皆様と協力し、2年間にわたり、議会広報を欠
か

かさず発
行してまいりました。
　さらに、私は全ての議会で一般質問を行っています。家庭を訪

ほう

問
もん

して、住民の皆様と対
たい

話
わ

し、
切
せつ

実
じつ

な要
よう

望
ぼう

を文
ぶん

章
しょう

化
か

して、議会に届
とど

ける。そして議員活動を本田淸春町
ちょう

政
せい

レポートとして発行し、
活動を可

か

視
し

化
か

してまいりました。読
どく

者
しゃ

からは、議会が身近になったという声を頂
いただ

いております。
定数を減

へ

らすということは、こうした住民と議会の接
せっ

点
てん

を物
ぶつ

理
り

的
てき

にへらすことにほかなりません。
　特

とく

に私のようにぎりぎりで当選した議員がつくり上げている小さな声や多様な意見が真っ先に
切り捨

す

てられるということになります。
　選挙の際

さい

、多くの議員が、住民の皆様の声を議会に届
とど

けると訴
うった

えて支
し

持
じ

を得
え

たはずです。その
役
やく

割
わり

を自
みずか

ら放
ほう

棄
き

し、住民の声を届
とど

ける担
にな

い手を減
へ

らそうとする定数削
さく

減
げん

には断
だん

固
こ

として反対の意
思を表明いたします。

本会議での採決

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

発議第1号 豊郷町議会の議員の定数を定める条例
の一部を改正する条例案 × 〇 × ☒ 〇 － 〇 × 〇 × 〇 ×

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成少数で否決
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ます。もし定数が1名でも少なければ、私に託
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紹介議員 鈴木  勉市 議員
　戦前、天皇政治のもとで主

しゅ

権
けん

在
ざい

民
みん

を主
しゅ

張
ちょう

し、侵
しん

略
りゃく

戦
せん

争
そう

に反対したために、
治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

で弾
だん

圧
あつ

され、多くの国民が犠
ぎ

牲
せい

になりました。治安維持法は、
1925年に制定されましたが、1945年に廃

はい

止
し

されるまでの20年間に、検
けん

挙
きょ

された人は68,274人（内、起訴者6,550人司法省調べ）検
けん

挙
きょ

・勾
こう

留
りゅう

され
た人は数十万人にのぼると推

すい

測
そく

されています。そのうち、警察署で虐
ぎゃく

殺
さつ

さ
れた人は93人、刑務所・拘置所での虐

ぎゃく

待
たい

・暴
ぼう

行
こう

・発病などによる獄
ごく

死
し

者
しゃ

は約3,000人（国賠同
盟調べ）にのぼっています。
　治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

は、日本がポツダム宣言を受
じゅ

諾
だく

したことにより、政治的自由と人道に反する悪法
として廃

はい

止
し

されましたが、その犠
ぎ

牲
せい

者たちに日本の政府は謝
しゃ

罪
ざい

も賠
ばい

償
しょう

もしていません。世界では、
ドイツ・イタリア・アメリカ・カナダ・韓国・イギリスなど、主要な国々では、犠

ぎ

牲
せい

者への謝
しゃ

罪
ざい

と賠
ばい

償
しょう

が行われています。
　治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟滋賀県本部は、治安維持法制定から100年になる昨年9
月、滋賀県ゆかりの約140人をとりあげた「言葉残さぬ人びとを追

お

って―治安維持法と滋賀県」
を発行しました。この人たちに光をあて、名誉回復をはかるとともに、未来に「戦争と弾

だん

圧
あつ

」
の記

き

憶
おく

を語り継
つ

いで行くことが大切だと考えます。なお、この冊子の中には、彦根市・犬上郡・
愛知郡の関係者が30名おられます。
　治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

国
こっ

家
か

賠
ばい

償
しょう

要
よう

求
きゅう

同
どう

盟
めい

は、1、国は治安維持法が人道に反する法律であったこと
を認

みと

めること。2、国は、治安維持法犠
ぎ

牲
せい

者に謝
しゃ

罪
ざい

と賠
ばい

償
しょう

を行うこと。3、国は、治安維持法犠
ぎ

牲
せい

者による犠
ぎ

牲
せい

の実態を調査し、その内容を公表すること。を国に求めてきました。また、地
方議会に対しても国に意見書を提出していただくように要

よう

請
せい

を続け、全国で400を超
こ

える地方
議会で採択されています。ついては、貴議会におかれても地方自治法第99条に基づき、意見書
を提出して下さるように請

せい

願
がん

をいたします。

賛 成 中島  政幸 議員
　まず、申し上げたいのは、この討論は決して過去の日本を一方的に否

ひ

定
てい

するものではないということを初めに申し上げます。わが国の歴史には困
こん

難
なん

な国際情勢の中で国家を守ろうとした時代があり、同時にその過
か

程
てい

で、
思想や信条を理由として多くの国民が処

しょ

罰
ばつ

された事実があります。それが
治安維持法の下で起

お

きた出来事です。
　今日の日本は、日本国憲法の下、思想信条の自由を大切にする国として世界から信頼されて
います。この信

しん

頼
らい

は、過去の歴史と誠実に向き合う姿
し

勢
せい

によってこそ支
ささ

えられるものであります。
国家が誤

あやま

りを認
みと

め、国民の名誉を回復することは国家を弱くすることではありません。むしろ
それは、治安国家としての成

せい

熟
じゅく

と誇
ほこ

りを表す行為です。
　「保守」とは本来、国の歴史と伝統を大切にする立場です。歴史の光だけではなく影

かげ

にも目を
向け、誠実に向き合う責任があるのではないでしょうか。
　この請願は、過去を断

だん

罪
ざい

するのではなく、思想そのものを評価するものではありません。日
本という国家が自ら歴史に責任を持つという品格ある姿

し

勢
せい

を示
しめ

すものです。過去に苦しんだ人
たちの名誉を回復することは、同時にこれからの日本が、自由と法の支

し

配
はい

を守り続けるという
決意を表すものでもあります。その意味において、本請願は未来の日本のためでもあると考え、
賛成討論といたします。

請願第1号「治
ち

安
あ ん

維
い

持
じ

犠
ぎ

牲
せ い

者
し ゃ

国家賠
ば い

償
しょう

」（仮称）の制定を求める請願
請　願 （委員会付託：総務産業建設常任委員会）

とよさと議会  令和8年5月22日発行　 8

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

3
月
定
例
会 本会議での討論

採決結果
議員名

長
谷
川

井
　上

本
　田

中
　島

前
　田

西
　澤

請願第１号 「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）の制定を求める請願 〇 〇 ◎ ◎ － ×
（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成多数で採択　委員長報告　採択

反 対 西澤  博一 議員
　この請

せい

願
がん

の内容については、平成29年6月2日（金曜日）開催の第193
回、国会衆議院�法務委員会における当時の大臣、金

かね

田
だ

勝
かつ

年
とし

法務大臣の答弁
内容を維

い

持
じ

したうえ、「消
しょう

極
きょく

」と判断されています。なお、治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

は、
大正14年、適

てき

法
ほう

に制定されたものであることから、同法違反の罪にかかる
勾
こう

留
りゅう

または拘
こう

禁
きん

は適
てき

法
ほう

であり、同法違反の罪に係る刑
けい

の執
しっ

行
こう

も、適
てき

法
ほう

に構成
された裁

さい

判
ばん

所
しょ

によって言いわたされた有罪判
はん

決
けつ

に基づき適
てき

法
ほう

に行われたものであって、違
い

法
ほう

があ
ったと認

みと

められていません。
　したがって、同法違反の罪に係る勾

こう

留
りゅう

、もしくは拘
こう

禁
きん

、または刑の執
しっ

行
こう

により生じた損害を賠
ばい

償
しょう

すべき理由はなく、謝
しゃ

罪
ざい

および実態調査の必要もないものと考えます。当時の立
りっ

法
ぽう

府
ふ

が適
てき

法
ほう

に
制定した法律について、これを人道に反する悪

あく

法
ほう

であったなどと認めることも、相当でないと考
えます。
　治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

�違反の罪に係る勾
こう

留
りゅう

もしくは拘
こう

禁
きん

または刑の執行は、そもそも違
い

法
ほう

ではありません
が、一般に、日本国憲法施

し

行
こう

以
い

前
ぜん

の違
い

法
ほう

な公
こう

権
けん

力
りょく

の行
こう

使
し

について、国に損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

責
せき

任
にん

がないこと
は最高裁判所�第

だい

3小
しょう

法
ほう

廷
てい

、昭和25年4月11日の判
はん

決
けつ

などで確
かく

定
てい

しており、そのほか判例が多数
あることから反対といたします。

委員会での採決

賛 成 本田  淸春 議員
　治安維持法は1925年の制定から1945年の廃

はい

止
し

に至
いた

るまで、国民の目、
耳、口を塞ぎ、日本を無

む

謀
ぼう

な侵
しん

略
りゃく

戦争へと突
つ

き進ませる最大の武器となりま
した。この法律の本質は、時の権力に異

い

を唱
とな

えるものを非国民として社会か
ら排除し、人間の尊

そん

厳
げん

を根底的に破
は

壊
かい

した点にあります。犠牲の実態は凄
せい

惨
さん

を極
きわ

めます。逮捕、検挙された数十万人のうち、警察署での拷
ごう

問
もん

により虐
ぎゃく

殺
さつ

された人は93人、劣
れつ

悪
あく

な獄
ごく

中
ちゅう

環
かん

境
きょう

で命を落とした方は700人を超えます。作家、小林多喜二が
受けた言語に絶

ぜっ

する拷
ごう

問
もん

、そして、女性犠牲者に対する非人道的な暴力は、国家という名の暴力
がいかに残

ざん

虐
ぎゃく

にあり得
え

るかを物語っています。また、豊郷町内出身の藤野�勇氏らが、読者会で真
理を語り合っただけで検挙された八日市読書会事件のような悲

ひ

劇
げき

が起
お

きました。学び、考え、対
話するという人間としての当たり前の営みが罪

つみ

とされ、この歴史を私たちは決して忘れてはなり
ません。戦後、治安維持法は反民主主義的として廃

はい

止
し

されました。しかし、国は刑の言い渡しを
受けなかったものとみなすという形式的な処

しょ

置
ち

にとどまり、現在に至るまで、犠牲者の公式な謝
しゃ

罪
ざい

も名誉回復も賠
ばい

償
しょう

も一切行っていません。「過去に目を閉
と

ざす者は、現在に対しても盲
もう

目
もく

になる」
という言葉があります。国が自らの手で行った人権侵

しん

害
がい

の歴史を調査、公表し、犠牲者に謝
しゃ

罪
ざい

す
ることは、単なる過去の清算ではありません。それは、今の私たちが享

きょう

受
じゅ

している思想信条の自
由を二度と手放さないという民主主義国家としての決意表明でもあります。犠牲者の方々の命名
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紹介議員 鈴木  勉市 議員
　戦前、天皇政治のもとで主

しゅ

権
けん

在
ざい

民
みん

を主
しゅ

張
ちょう

し、侵
しん

略
りゃく

戦
せん

争
そう

に反対したために、
治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

で弾
だん

圧
あつ

され、多くの国民が犠
ぎ

牲
せい

になりました。治安維持法は、
1925年に制定されましたが、1945年に廃

はい

止
し

されるまでの20年間に、検
けん

挙
きょ

された人は68,274人（内、起訴者6,550人司法省調べ）検
けん

挙
きょ

・勾
こう

留
りゅう

され
た人は数十万人にのぼると推

すい

測
そく

されています。そのうち、警察署で虐
ぎゃく

殺
さつ

さ
れた人は93人、刑務所・拘置所での虐

ぎゃく

待
たい

・暴
ぼう

行
こう

・発病などによる獄
ごく

死
し

者
しゃ

は約3,000人（国賠同
盟調べ）にのぼっています。
　治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

は、日本がポツダム宣言を受
じゅ

諾
だく

したことにより、政治的自由と人道に反する悪法
として廃

はい

止
し

されましたが、その犠
ぎ

牲
せい

者たちに日本の政府は謝
しゃ

罪
ざい

も賠
ばい

償
しょう

もしていません。世界では、
ドイツ・イタリア・アメリカ・カナダ・韓国・イギリスなど、主要な国々では、犠

ぎ

牲
せい

者への謝
しゃ

罪
ざい

と賠
ばい

償
しょう

が行われています。
　治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟滋賀県本部は、治安維持法制定から100年になる昨年9
月、滋賀県ゆかりの約140人をとりあげた「言葉残さぬ人びとを追

お

って―治安維持法と滋賀県」
を発行しました。この人たちに光をあて、名誉回復をはかるとともに、未来に「戦争と弾

だん

圧
あつ

」
の記

き

憶
おく

を語り継
つ

いで行くことが大切だと考えます。なお、この冊子の中には、彦根市・犬上郡・
愛知郡の関係者が30名おられます。
　治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

国
こっ

家
か

賠
ばい

償
しょう

要
よう

求
きゅう

同
どう

盟
めい

は、1、国は治安維持法が人道に反する法律であったこと
を認

みと

めること。2、国は、治安維持法犠
ぎ

牲
せい

者に謝
しゃ

罪
ざい

と賠
ばい

償
しょう

を行うこと。3、国は、治安維持法犠
ぎ

牲
せい

者による犠
ぎ

牲
せい

の実態を調査し、その内容を公表すること。を国に求めてきました。また、地
方議会に対しても国に意見書を提出していただくように要

よう

請
せい

を続け、全国で400を超
こ

える地方
議会で採択されています。ついては、貴議会におかれても地方自治法第99条に基づき、意見書
を提出して下さるように請

せい

願
がん

をいたします。

賛 成 中島  政幸 議員
　まず、申し上げたいのは、この討論は決して過去の日本を一方的に否

ひ

定
てい

するものではないということを初めに申し上げます。わが国の歴史には困
こん

難
なん

な国際情勢の中で国家を守ろうとした時代があり、同時にその過
か

程
てい

で、
思想や信条を理由として多くの国民が処

しょ

罰
ばつ

された事実があります。それが
治安維持法の下で起

お

きた出来事です。
　今日の日本は、日本国憲法の下、思想信条の自由を大切にする国として世界から信頼されて
います。この信

しん

頼
らい

は、過去の歴史と誠実に向き合う姿
し

勢
せい

によってこそ支
ささ

えられるものであります。
国家が誤

あやま

りを認
みと

め、国民の名誉を回復することは国家を弱くすることではありません。むしろ
それは、治安国家としての成

せい

熟
じゅく

と誇
ほこ

りを表す行為です。
　「保守」とは本来、国の歴史と伝統を大切にする立場です。歴史の光だけではなく影

かげ

にも目を
向け、誠実に向き合う責任があるのではないでしょうか。
　この請願は、過去を断

だん

罪
ざい

するのではなく、思想そのものを評価するものではありません。日
本という国家が自ら歴史に責任を持つという品格ある姿

し

勢
せい

を示
しめ

すものです。過去に苦しんだ人
たちの名誉を回復することは、同時にこれからの日本が、自由と法の支

し

配
はい

を守り続けるという
決意を表すものでもあります。その意味において、本請願は未来の日本のためでもあると考え、
賛成討論といたします。

請願第1号「治
ち

安
あ ん

維
い

持
じ

犠
ぎ

牲
せ い

者
し ゃ

国家賠
ば い

償
しょう

」（仮称）の制定を求める請願
請　願 （委員会付託：総務産業建設常任委員会）

とよさと議会  令和8年5月22日発行　 8

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

3
月
定
例
会 本会議での討論

採決結果
議員名

長
谷
川

井
　上

本
　田

中
　島

前
　田

西
　澤

請願第１号 「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）の制定を求める請願 〇 〇 ◎ ◎ － ×
（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成多数で採択　委員長報告　採択

反 対 西澤  博一 議員
　この請

せい

願
がん

の内容については、平成29年6月2日（金曜日）開催の第193
回、国会衆議院�法務委員会における当時の大臣、金

かね

田
だ

勝
かつ

年
とし

法務大臣の答弁
内容を維

い

持
じ

したうえ、「消
しょう

極
きょく

」と判断されています。なお、治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

は、
大正14年、適

てき

法
ほう

に制定されたものであることから、同法違反の罪にかかる
勾
こう

留
りゅう

または拘
こう

禁
きん

は適
てき

法
ほう

であり、同法違反の罪に係る刑
けい

の執
しっ

行
こう

も、適
てき

法
ほう

に構成
された裁

さい

判
ばん

所
しょ

によって言いわたされた有罪判
はん

決
けつ

に基づき適
てき

法
ほう

に行われたものであって、違
い

法
ほう

があ
ったと認

みと

められていません。
　したがって、同法違反の罪に係る勾

こう

留
りゅう

、もしくは拘
こう

禁
きん

、または刑の執
しっ

行
こう

により生じた損害を賠
ばい

償
しょう

すべき理由はなく、謝
しゃ

罪
ざい

および実態調査の必要もないものと考えます。当時の立
りっ

法
ぽう

府
ふ

が適
てき

法
ほう

に
制定した法律について、これを人道に反する悪

あく

法
ほう

であったなどと認めることも、相当でないと考
えます。
　治

ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

�違反の罪に係る勾
こう

留
りゅう

もしくは拘
こう

禁
きん

または刑の執行は、そもそも違
い

法
ほう

ではありません
が、一般に、日本国憲法施

し

行
こう

以
い

前
ぜん

の違
い

法
ほう

な公
こう

権
けん

力
りょく

の行
こう

使
し

について、国に損
そん

害
がい

賠
ばい

償
しょう

責
せき

任
にん

がないこと
は最高裁判所�第

だい

3小
しょう

法
ほう

廷
てい

、昭和25年4月11日の判
はん

決
けつ

などで確
かく

定
てい

しており、そのほか判例が多数
あることから反対といたします。

委員会での採決

賛 成 本田  淸春 議員
　治安維持法は1925年の制定から1945年の廃

はい

止
し

に至
いた

るまで、国民の目、
耳、口を塞ぎ、日本を無

む

謀
ぼう

な侵
しん

略
りゃく

戦争へと突
つ

き進ませる最大の武器となりま
した。この法律の本質は、時の権力に異

い

を唱
とな

えるものを非国民として社会か
ら排除し、人間の尊

そん

厳
げん

を根底的に破
は

壊
かい

した点にあります。犠牲の実態は凄
せい

惨
さん

を極
きわ

めます。逮捕、検挙された数十万人のうち、警察署での拷
ごう

問
もん

により虐
ぎゃく

殺
さつ

された人は93人、劣
れつ

悪
あく

な獄
ごく

中
ちゅう

環
かん

境
きょう

で命を落とした方は700人を超えます。作家、小林多喜二が
受けた言語に絶

ぜっ

する拷
ごう

問
もん

、そして、女性犠牲者に対する非人道的な暴力は、国家という名の暴力
がいかに残

ざん

虐
ぎゃく

にあり得
え

るかを物語っています。また、豊郷町内出身の藤野�勇氏らが、読者会で真
理を語り合っただけで検挙された八日市読書会事件のような悲

ひ

劇
げき

が起
お

きました。学び、考え、対
話するという人間としての当たり前の営みが罪

つみ

とされ、この歴史を私たちは決して忘れてはなり
ません。戦後、治安維持法は反民主主義的として廃

はい

止
し

されました。しかし、国は刑の言い渡しを
受けなかったものとみなすという形式的な処

しょ

置
ち

にとどまり、現在に至るまで、犠牲者の公式な謝
しゃ

罪
ざい

も名誉回復も賠
ばい

償
しょう

も一切行っていません。「過去に目を閉
と

ざす者は、現在に対しても盲
もう

目
もく

になる」
という言葉があります。国が自らの手で行った人権侵

しん

害
がい

の歴史を調査、公表し、犠牲者に謝
しゃ

罪
ざい

す
ることは、単なる過去の清算ではありません。それは、今の私たちが享

きょう

受
じゅ

している思想信条の自
由を二度と手放さないという民主主義国家としての決意表明でもあります。犠牲者の方々の命名
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本会議での採決

採決結果
議員名

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

請願第１号 「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）
の制定を求める請願 〇 × 〇 ◎ × － × 〇 ☒ 〇 × 〇

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成多数で採択

意見書第1号「治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

犠
ぎ

牲
せい

者
しゃ

国
こっ

家
か

賠
ばい

償
しょう

法
ほう

」（仮称）の制定を求める意見書

提案説明 鈴木  勉市 議員
　戦前、天皇政治のもとで主

しゅ

権
けん

在
ざい

民
みん

を主
しゅ

張
ちょう

し、侵
しん

略
りゃく

戦争に反対したために、
治安維持法で弾

だん

圧
あつ

され、多くの国民が犠
ぎ

牲
せい

になりました。治安維持法は、
1925年に制定されましたが、1945年に廃止されるまでの20年間に、検

けん

挙
きょ

された人は68,274人（内、起
き

訴
そ

者
しゃ

6,550人司法省調べ）、検
けん

挙
きょ

・勾
こう

留
りゅう

さ
れた人は数十万人にのぼると推

すい

測
そく

されています。そのうち、警察署で虐
ぎゃく

殺
さつ

された人は93人、刑務所・拘置所での虐
ぎゃく

待
たい

・暴
ぼう

行
こう

・発病などによる獄
ごく

死
し

者
しゃ

は約3,000人（国賠
同盟調べ）にのぼっています。
　治安維持法は、日本がポツダム宣言を受

じゅ

諾
だく

したことにより、政治的自由と人道に反する悪法
として廃止されましたが、その犠

ぎ

牲
せい

者
しゃ

たちに日本の政府は謝
しゃ

罪
ざい

も賠
ばい

償
しょう

もしていません。世界では、
ドイツ・イタリア・アメリカ・カナダ・韓国・イギリスなど、主要な国々では、犠牲者への謝

しゃ

罪
ざい

と賠
ばい

償
しょう

が行われています。
　よって、
　　1、国は、治安維持法が人道に反する法律であったことを認

みと

めること。
　　2、国は、治安維持法犠牲者に謝

しゃ

罪
ざい

と賠
ばい

償
しょう

を行うこと。
　　3、国は、治安維持法犠牲者による犠牲の実態を調査し、その内容を公表すること。
　　　��を速やかに実現されるように強く要

よう

請
せい

します。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
　2026年3月23日
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本会議での採決

採決結果
議員名

長
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川

西
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井
　上
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村
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西
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河
　合

今
　村

意見書
第1号

「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）
の制定を求める意見書 〇 × 〇 〇 × － × 〇 × 〇 × 〇

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

賛成多数で可決

を回復し、その苦
く

難
なん

に報
むく

いることは、今を生きる私たちの歴史的責任です。
　以上の理由から、本請願が採択されるべきことを訴

うった

え、私の賛成討論といたします。
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次
の
ペ
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は
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令
和
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業
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員
会 Report

◯合併70周年・町制施行55周年記念事業� ……�355万円
　合併70周年・町制施行55周年記念式典を行う。

◯災害対策事業� ……………………………………�773万円
　広域避難所における資機材の整備および備蓄品を整備する。

◯企画管理事業� …………………………………�1,964万円
　近江鉄道管理機構への負担および町勢要覧ならびに記念動画の作成。

◯シティープロモーション事業� …………………�738万円
　町の知名度向上を目指し魅力を発信することで、ふるさと納税ならびに地域振興や移
住にもつながるよう、広くプロモーション活動を行う。

◯重層的支援体制整備事業� ………………………�752万円
　介護、障がい、子ども・子育て、生活困窮分野の連携体制を構築し、他機関協働等の
取り組みを行う。

◯すまいるたうんばす運行事業� ………………�1,285万円
　高齢者や障がい者等の外出（買い物や通院）支援を図るため、町内を巡回するバスを
運行する。
　事業補足として医療機関からの帰宅支援をデマンド方式により30分ごとに運行し、
地域福祉の充実を図る。

令和８年度　主な事業予算

FAX/0749-35-4575

〒529-1169 滋賀県犬上郡豊郷町石畑375番地

滋賀県

豊郷町
寄附の申し込み、使途に関するお問い合わせ

（受付時間／8：30～17：15　土・日・祝12/29～1/3休み）豊郷町役場 企画振興課
TEL/0749-35-8112
kikaku@town.toyosato. shiga . jp

皆様からさまざまなお声をいただいています！

レビュー 応援メッセージ

評価：
すごく美味しかったです。450gで
12000円ならまたリピートしたい
なと思います。

大分県在住

総合評価：4.8（全892件のレビュー）

評価：
味が非常に美味しかったです。小
さい子どもも美味しいと言ってお
りました。今年もお願いしようと思
ってます。

東京都在住
評価：
毎年、すき焼き用のお肉を返礼品
に選んでおり、今年は悩んだ結果、
お店で食べた近江牛を思い出し、
近江牛を選びました。美味しい牛
肉でした。

三重県在住

レビュー 応援メッセージ

評価：
農薬と化学肥料が通常の半分以
下の特別米というところにたいへ
ん魅力を感じました。

大阪府在住

総合評価：4.8（全11件のレビュー）

評価：
味がよく、うちの家の好みです。た
まには違う種類とも思いますが、
結局、毎年これに決まります。

東京都在住

評価：
甘みもありとても美味しいです。し
ばらくの間は美味しいお米が食べ
られそうです。

広島県在住

レビュー 応援メッセージ

評価：
レビューを見て申し込みをしまし
たが、その美味しさにびっくりしま
した。

　大阪府在住

総合評価：4.8（全18件のレビュー）

評価：
農林水産大臣賞受賞のこのプリン
が食べてみたくて頼みました。ほ
かのサイトでも口コミ評価が高く、
濃厚で美味しいとのコメントがた
くさんあったので、こちらの商品を
頼みました。

　大阪府在住

食べてみると濃厚ですごく美味し
かったので、満足です。また来年、
是非とも購入したいと思います。

東京都在住

評価：
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前
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西
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鈴
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河
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請願第１号 「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）
の制定を求める請願 〇 × 〇 ◎ × － × 〇 ☒ 〇 × 〇

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）
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持
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犠
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牲
せい

者
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国
こっ

家
か

賠
ばい

償
しょう

法
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」（仮称）の制定を求める意見書
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権
けん

在
ざい

民
みん
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張
ちょう

し、侵
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略
りゃく

戦争に反対したために、
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圧
あつ

され、多くの国民が犠
ぎ

牲
せい

になりました。治安維持法は、
1925年に制定されましたが、1945年に廃止されるまでの20年間に、検
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挙
きょ

された人は68,274人（内、起
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訴
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者
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こう
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が行われています。
　よって、
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めること。
　　2、国は、治安維持法犠牲者に謝
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しょう

を行うこと。
　　3、国は、治安維持法犠牲者による犠牲の実態を調査し、その内容を公表すること。
　　　��を速やかに実現されるように強く要

よう

請
せい

します。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。
　2026年3月23日
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なと思います。

大分県在住
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評価：
味が非常に美味しかったです。小
さい子どもも美味しいと言ってお
りました。今年もお願いしようと思
ってます。

東京都在住
評価：
毎年、すき焼き用のお肉を返礼品
に選んでおり、今年は悩んだ結果、
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レビューを見て申し込みをしまし
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した。
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が食べてみたくて頼みました。ほ
かのサイトでも口コミ評価が高く、
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くさんあったので、こちらの商品を
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令和８年度　主な事業予算
◯いきがいデーサービスセンター運営事業� …�2,818万円
　高齢者が自立して生きがいの持てる生活を送れるよう、社会的孤立感の解消や自立生
活の助長等をめざした取り組みを進める。

◯介護予防支援事業�………………………………�2,399万円
　介護予防支援１件あたり4,000円/月を指定介護予防支援事務所に交付。

◯予防接種事業� …………………………………�3,916万円
　定期予防接種（Ａ類疾病）の勧奨に努める。

◯団体営農業水路等長寿命化事業� ……………�2,400万円
　農業用排水施設の長寿命化対策を実施することにより、施設機能保全を行う。
　龍ケ池揚水機場改修工事。

◯預かり保育事業� …………………………………�308万円
　保護者の就労形態や多様化する家庭のニーズに対応すべく、通常の教育時間外に園児
を保育する。
　平日の早朝、延長ならびに長期休業中に預かり保育を実施して地域の子育て環境の改
善を図る。

◯文化振興事業� ……………………………………�203万円
　本町の文化教養の向上を目指した事業を行う。
　　(フロアーコンサート・文化教養講座）
　江州音頭の継承・普及を目的とし、江州音頭保存会の取り組みを支援する。

◯地域スポーツクラブ活動体制整備事業� ………�180万円
　中学校部活動の新たなスポーツ・文化芸術環境の整備にあたり、段階的・計画的に取
り組めるよう体制整備を進める。

◯スポーツ公園施設管理事業� …………………�2,249万円
　豊郷スポーツ公園施設の指定管理委託業務。（委託期間５年間）

（※単位：万円未満切り捨て）

とよさと議会  令和8年5月22日発行　 12

委員会 Report次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

議
第
19
号
令
和
７
年
度
豊
郷
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

総

務

課

問 

財ざ
い
せ
い政
調ち

ょ
う
せ
い整
基き

き
ん金
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
。

答 

特
交
3
月
末
に
し
か
来
な
い
と
い
う
の

は
、
も
う
町
の
裁さ

い
り
ょ
う量
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な

く
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
国
の
方
か
ら
示
さ

れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

問 

緊き
ん
き
ゅ
う急
時じ

自し
ぜ
ん然
災さ

い
が
い害
防ぼ

う
し止
対た

い
さ
く策
事じ

業ぎ
ょ
う

債さ
い

の
総そ

う
が
く額
借か

り
い
れ
が
く

入
額
お
よ
び
残ざ

ん
さ
い債
額が

く

に
つ

い
て
。

答 

歌う
た

詰づ
め

橋は
し

関か
ん
れ
ん連
の
起き

債さ
い

総そ
う
が
く額
は
今
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
今
回
で
工
事
完
了
し
ま

し
た
の
で
来
年
度
以
降
は
現
れ
ま
せ
ん
。

企
画
振
興
課

問 

ふ
る
さ
と
応お

う

援え
ん

寄き

附ふ

金き
ん

の
人
気
の
返へ

ん

礼れ
い

品ひ
ん

は
何
か
。

答 

豊
郷
町
は
米
、
肉
で
す
。

答 

滋
賀
県
全
体
の
医い

療り
ょ
う

費ひ

見
込
み
、
後

期
高
齢
者
の
方
の
見
込
み
を
算さ

ん

出し
ゅ
つ

し
、
各

市
町
の
半
年
間
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
各

市
町
の
比
率
を
算
出
し
て
い
る
。
こ
の
算

出
比
率
が
豊
郷
町
は
、
県
全
体
で
見
る
と

少
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
大
き
な
予
算
減
額

に
な
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
下
で
後こ

う

期き

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
方
は
、
現
状
は
伸
び
が
鈍ど

ん

化か

し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
一い

っ

定て
い

水す
い

準じ
ゅ
ん

を
保た

も

つ

だ
ろ
う
と
い
う
傾
向
で
す
。

　
医
療
費
は
、
全
体
で
伸
び
て
お
り
、
こ

の
１
月
末
現
在
の
報
告
で
は
、
人
口
に
合

わ
せ
て
伸
び
て
い
る
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

保
健
福
祉
課

問 

す
ま
い
る
た
う
ん
ば
す
の
運
行
に
つ

い
て
、
夏
季
と
除
雪
を
必
要
と
す
る
冬
季

で
行
程
を
変
え
た
ら
ど
う
か
。

答 

ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問 

障し
ょ
う

害が
い

児じ

等な
ど

通つ
う

院い
ん

費ひ

助じ
ょ

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

の
助
成

金
は
、
町
内
で
何
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答 

直
近
で
ガ
ソ
リ
ン
券
の
方
が
1
7
0

人
、
タ
ク
シ
ー
助
成
の
方
が
8
名
お
ら
れ

ま
す
。

産
業
振
興
課

問 

世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保ほ

全ぜ
ん

向こ
う

上じ
ょ
う

対た
い

策さ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

補ほ

助じ
ょ

金
及
び
環か

ん
き
ょ
う境
保ほ

全ぜ
ん

型が
た

農の
う

業ぎ
ょ
う

直ち
ょ
く
せ
つ接
支し

援え
ん

対た
い

策さ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

負ふ

担た
ん

金き
ん

の
減

額
理
由
は
。

答 

面
積
等
の
減
に
よ
る
減
額
。

　
環
境
保
全
型
に
つ
い
て
は
、
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

、

交こ
う

付ふ

金き
ん

の
対
象
で
あ
る
取
組
メ
ニ
ュ
ー

だ
っ
た
が
、
こ
の
部
分
が
交
付
対
象
外
に

な
っ
た
。

　
た
だ
し
、
全
国
的
な
傾け

い

向こ
う

は
物ぶ

っ

価か

高こ
う

騰と
う

を
受
け
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
紙
お

む
つ
、
日
用
品
の
返
礼
品
が
今
年
度
は
多

く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
も
の
が
な
い
豊
郷
町
は
、
か
な
り
苦
戦

を
し
た
。

　
来
年
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
続
く
か
は

不
明
で
あ
り
、
地じ

場ば

産さ
ん

品ぴ
ん

で
と
い
う
制
約

が
あ
る
た
め
、
苦
戦
す
る
と
思
い
ま
す
。

問 

選
挙
の
投と

う
ひ
ょ
う票
時じ

間か
ん

や
啓け

い
は
つ発
グ
ッ
ズ
に

つ
い
て
。

答 

全
国
の
町
村
会
に
要
望
し
て
投
票
時

間
の
問
題
や
期き

じ
つ
ぜ
ん

日
前
投と

う
ひ
ょ
う票
の
問
題
を
要
求

し
て
い
ま
す
が
、
投
票
率
の
問
題
等
が
あ

り
難む

ず
か

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
啓け

い
は
つ発
グ
ッ
ズ

は
今
後
も
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
考
え

て
い
ま
す
。医

療
保
険
課

問 

後こ
う

期き

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

医い

療り
ょ
う

費ひ

負
担
金
の
減
額

理
由
は
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

13　 とよさと議会  第100号



委員会 Report次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

議
第
19
号
令
和
７
年
度
豊
郷
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

総

務

課

問 

財ざ
い
せ
い政
調ち

ょ
う
せ
い整
基き

き
ん金
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
。

答 

特
交
3
月
末
に
し
か
来
な
い
と
い
う
の

は
、
も
う
町
の
裁さ

い
り
ょ
う量
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な

く
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
国
の
方
か
ら
示
さ

れ
た
額
に
な
り
ま
す
。

問 

緊き
ん
き
ゅ
う急
時じ

自し
ぜ
ん然
災さ

い
が
い害
防ぼ

う
し止
対た

い
さ
く策
事じ

業ぎ
ょ
う

債さ
い

の
総そ

う
が
く額
借か

り
い
れ
が
く

入
額
お
よ
び
残ざ

ん
さ
い債
額が

く

に
つ

い
て
。

答 

歌う
た

詰づ
め

橋は
し

関か
ん
れ
ん連
の
起き

債さ
い

総そ
う
が
く額
は
今
は
把
握

で
き
て
い
な
い
が
、
今
回
で
工
事
完
了
し
ま

し
た
の
で
来
年
度
以
降
は
現
れ
ま
せ
ん
。

企
画
振
興
課

問 

ふ
る
さ
と
応お

う

援え
ん

寄き

附ふ

金き
ん

の
人
気
の
返へ

ん

礼れ
い

品ひ
ん

は
何
か
。

答 

豊
郷
町
は
米
、
肉
で
す
。

答 

滋
賀
県
全
体
の
医い

療り
ょ
う

費ひ

見
込
み
、
後

期
高
齢
者
の
方
の
見
込
み
を
算さ

ん

出し
ゅ
つ

し
、
各

市
町
の
半
年
間
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
各

市
町
の
比
率
を
算
出
し
て
い
る
。
こ
の
算

出
比
率
が
豊
郷
町
は
、
県
全
体
で
見
る
と

少
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
大
き
な
予
算
減
額

に
な
っ
て
い
る
。
滋
賀
県
下
で
後こ

う

期き

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

の
方
は
、
現
状
は
伸
び
が
鈍ど

ん

化か

し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ま
ま
一い

っ

定て
い

水す
い

準じ
ゅ
ん

を
保た

も

つ

だ
ろ
う
と
い
う
傾
向
で
す
。

　
医
療
費
は
、
全
体
で
伸
び
て
お
り
、
こ

の
１
月
末
現
在
の
報
告
で
は
、
人
口
に
合

わ
せ
て
伸
び
て
い
る
横
ば
い
の
状
況
で
す
。

保
健
福
祉
課

問 

す
ま
い
る
た
う
ん
ば
す
の
運
行
に
つ

い
て
、
夏
季
と
除
雪
を
必
要
と
す
る
冬
季

で
行
程
を
変
え
た
ら
ど
う
か
。

答 

ご
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問 

障し
ょ
う

害が
い

児じ

等な
ど

通つ
う

院い
ん

費ひ

助じ
ょ

成せ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

の
助
成

金
は
、
町
内
で
何
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答 

直
近
で
ガ
ソ
リ
ン
券
の
方
が
1
7
0

人
、
タ
ク
シ
ー
助
成
の
方
が
8
名
お
ら
れ

ま
す
。

産
業
振
興
課

問 

世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保ほ

全ぜ
ん

向こ
う

上じ
ょ
う

対た
い

策さ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

補ほ

助じ
ょ

金
及
び
環か

ん
き
ょ
う境
保ほ

全ぜ
ん

型が
た

農の
う

業ぎ
ょ
う

直ち
ょ
く
せ
つ接
支し

援え
ん

対た
い

策さ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

負ふ

担た
ん

金き
ん

の
減

額
理
由
は
。

答 

面
積
等
の
減
に
よ
る
減
額
。

　
環
境
保
全
型
に
つ
い
て
は
、
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

、

交こ
う

付ふ

金き
ん

の
対
象
で
あ
る
取
組
メ
ニ
ュ
ー

だ
っ
た
が
、
こ
の
部
分
が
交
付
対
象
外
に

な
っ
た
。

　
た
だ
し
、
全
国
的
な
傾け

い

向こ
う

は
物ぶ

っ

価か

高こ
う

騰と
う

を
受
け
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
紙
お

む
つ
、
日
用
品
の
返
礼
品
が
今
年
度
は
多

く
な
っ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
も
の
が
な
い
豊
郷
町
は
、
か
な
り
苦
戦

を
し
た
。

　
来
年
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
続
く
か
は

不
明
で
あ
り
、
地じ

場ば

産さ
ん

品ぴ
ん

で
と
い
う
制
約

が
あ
る
た
め
、
苦
戦
す
る
と
思
い
ま
す
。

問 

選
挙
の
投と

う
ひ
ょ
う票
時じ

間か
ん

や
啓け

い
は
つ発
グ
ッ
ズ
に

つ
い
て
。

答 

全
国
の
町
村
会
に
要
望
し
て
投
票
時

間
の
問
題
や
期き

じ
つ
ぜ
ん

日
前
投と

う
ひ
ょ
う票
の
問
題
を
要
求

し
て
い
ま
す
が
、
投
票
率
の
問
題
等
が
あ

り
難む

ず
か

し
い
面
も
あ
り
ま
す
。
啓け

い
は
つ発
グ
ッ
ズ

は
今
後
も
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
考
え

て
い
ま
す
。医

療
保
険
課

問 

後こ
う

期き

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

医い

療り
ょ
う

費ひ

負
担
金
の
減
額

理
由
は
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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地
域
整
備
課

問 

道ど
う

路ろ

費ひ

分ぶ
ん
た
ん担
金き

ん

の
地
元
分
担
金
が

減
っ
た
箇
所
は
ど
こ
か
。

答 

下
枝
の
字
要よ

う
ぼ
う望

の
土
木
事
業
を
補ほ

せ
い正

予よ

算さ
ん

9
月
に
上じ

ょ
う
て
い程

し
た
が
、
字
の
都
合
で

次
年
度
以
降
に
取
り
下
げ
た
い
と
申
し
出

が
あ
り
今
回
減
額
し
ま
し
た
。

問 

地ち

籍せ
き

調ち
ょ
う

査さ

委い

託た
く

料り
ょ
う

の
減
額
に
つ
い
て
。

答 

補ほ

助じ
ょ

事じ

業ぎ
ょ
う

で
や
っ
て
い
る
の
で
、
補ほ

助じ
ょ

内な
い

示じ

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
分
を

減
額
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問 

県
道
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
事
業
に

つ
い
て
。

答 

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の
場
合
は
、
入

る
時
に
必
ず
減
速
し
ま
す
の
で
重
大
な
事

故
が
起
こ
り
に
く
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
死
亡
事
故
発
生
ゼ
ロ
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
25
号
令
和
８
年
度
豊
郷
町

一
般
会
計
予
算

企
画
振
興
課

問 

シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料
な
ら
び
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機き

器き

保ほ

守し
ゅ

点て
ん

検け
ん

料り
ょ
うの
内
訳
は
。

答 

シ
ス
テ
ム
開か

い

発は
つ

委い

託た
く

料り
ょ
う

の
中
に
は
、

標ひ
ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

の
費
用
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
内

訳
は
、
１
億
９,
６
６
７
万
ほ
ど
が
標ひ

ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

の
シ
ス
テ
ム
の
費
用
。
ま
た
、
標ひ

ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

に
関
し
て
の
歳
入
は
、
デ
ジ
タ
ル
基き

盤ば
ん

改か
い

革か
く

支し

援え
ん

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

２
億
７
９
５
万
ほ
ど
を
み

て
い
る
。
本
来
は
、
補
助
対
象
と
し
て
み

て
ほ
し
い
が
、
対
象
外
に
さ
れ
て
い
る
部

分
も
多
々
あ
る
た
め
、
歳
出
と
歳
入
が
同

額
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
。
標ひ

ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

が
動

き
出
す
の
は
、
令
和
９
年
度
の
秋
を
予
定

し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
中
に
準
備
を
進

め
る
分
と
、
令
和
９
年
度
に
入
っ
て
か
ら

準
備
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
今
年
度
は

２
億
ぐ
ら
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

税

務

課

問 

固こ

定て
い

資し

産さ
ん

税ぜ
い

前ぜ
ん
の
う納
報ほ

う
し
ょ
う
き
ん

奨
金
に
つ
い
て
。

答 

今
現
在
は
前ぜ

ん
の
う納

報ほ
う
し
ょ
う
き
ん

奨
金
の
シ
ス
テ
ム

が
で
き
て
い
る
の
で
、
標ひ

ょ
う
じ
ゅ
ん準

化か

に
な
る
ま

で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課

問 

豊
郷
町
内
に
居
住
し
て
お
ら
れ
る
外

国
人
の
方
の
人
数
と
国
別
に
つ
い
て
。

答 

現げ
ん
ざ
い在

登と
う
ろ
く録

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
２

７
６
人
で
14
か
国
か
ら
で
す
。

医
療
保
険
課

問 

一
生
青
春
事
業
評
価
及
び
業
務
改
善

支
援
業
務
は
ど
こ
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

答 

委
託
先
は
、
合ご

う
ど
う同

会が
い
し
ゃ社

生せ
い
か
つ活

習し
ゅ
う

慣か
ん
び
ょ
う病

予よ

 ぼ
う防

研け
ん
き
ゅ
う究

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
お
り
、

目
的
と
し
て
は
、
体
験
型
セ
ミ
ナ
ー
の
募

集
方
法
等
。保

健
福
祉
課

問 

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
利
用
状
況
は
。

答 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
選
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
毎
週
何
曜
日
と
決
め
て
来
る
方
も

い
れ
ば
、
好
き
な
脳
ト
レ
や
体
操
な
ど

自
身
の
好
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
来
ら
れ
る
方

も
い
る
。
家
族
の
都
合
に
合
わ
せ
て
利
用

す
る
方
も
い
る
た
め
、
一
概
に
皆
様
が
週

何
回
来
て
い
る
の
か
は
お
答
え
で
き
な
い
。

利
用
さ
れ
る
方
の
ペ
ー
ス
で
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
現
在
、
登
録
さ
れ
て

い
る
人
数
は
、
２
月
末
現
在
で
女
性
57
名
、

男
性
22
名
で
す
。

問 

緊き
ん
き
ゅ
う急
通つ

う
ほ
う報
シ
ス
テ
ム
の
登と

う
ろ
く録
数す

う

に
つ

い
て
。

答 

1
月
末
で
総
数
は
56
件
の
登
録
が
あ

り
ま
す
。
コ
ー
ル
の
件
数
は
こ
ち
ら
の
方

へ
報ほ

う
こ
く告

が
き
ま
せ
ん
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

 

教
育
委
員
会

問 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配は

い

置ち

支し

援え
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

の
内
容
は
。

答 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、

豊
郷
町
が
募
集
し
た
校こ

う

務む

支し

援え
ん

員い
ん

。
各

とよさと議会  令和8年5月22日発行　 14

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

小
学
校
・
中
学
校
に
１
名
ず
つ
配
置
を
し
、

職
務
内
容
は
、
教き

ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

の
補ほ

助じ
ょ

で
す
。
支

援
を
す
る
、
プ
リ
ン
ト
や
そ
う
い
っ
た
教

材
の
準
備
や
施
設
の
環か

ん

境き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

も
し
て
い

る
。
主
に
先
生
の
授
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
で
、
こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
、
教
員
免
許
な
し
で
も
可
能
。

問 

豊
郷
小
学
校
設せ

つ

備び

費ひ

の
設せ

っ

計け
い

委い

託た
く

料り
ょ
う

は
空く

う

調ち
ょ
う

の
設せ

っ

計け
い

か
。

答 

校
舎
の
中
の
空
調
の
委い

託た
く

料り
ょ
う

で
す
。

問 

地ち

域い
き

教き
ょ
う

育い
く

課か

題だ
い

特と
く

別べ
つ

対た
い

策さ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

対た
い

象し
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

活か
つ

動ど
う

費ひ

は
何
の
費
用
か
。

答 

学
校
教
育
課
長
及
び
隣り

ん

保ぽ

館か
ん

に
い
る

先
生（
指し

導ど
う

主し
ゅ

事じ

）の
活か

つ

動ど
う

費ひ

を
調
整
す

る
も
の
。
以
前
は
、
県
費
の
先
生
で
あ
っ

た
た
め
、
給
与
の
差さ

額が
く

分ぶ
ん

を
支
払
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
質
疑
終
了
後
、
修
正
の
動ど

う

議ぎ

が
提
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
町
長
提
出
の
原
案
と
併

せ
て
議
題
と
し
、提
出
者
の
説
明
を
求
め
た
。

議
第
25
号（
町
長
提
出
原
案
）

賛
成
・
反
対
討
論
と
も
に
あ
り
。

議
第
25
号（
修
正
案
）

賛
成
討
論
あ
り

修
正
案
：
賛
成
多
数
で
可
決
。

修
正
議
決
し
た
部
分
を
除
く
原
案
：

賛
成
多
数
で
可
決
。

上
下
水
道
課

議
第
30
号
　
令
和
８
年
度 

豊
郷
町
下

水
道
事
業
会
計
予
算

問 

下
水
道
使
用
料
の
件
数
は
何
件
か
。

答 

算
定
方
法
は
、
直
近
１
年
間
の
実
績

を
も
っ
て
計
上
。
令
和
７
年
度
10
月
時
点

加
入
件
数
は
、
2,
5
9
2
件
。

　
令
和
８
年
度
は
、
58
件
分
の
新
規
加
入

を
見
込
ん
で
い
る
。

問 

下
水
道
管
の
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

は
。

答 

現
在
一
番
古
い
管か

ん

渠き
ょ

で
、
平
成
３
年

に
着
工
し
た
も
の
が
あ
り
、
令
和
23
年
ご

ろ
か
ら
老
朽
化
が
進
ん
で
く
る
。
現げ

ん

状じ
ょ
う

老ろ
う

朽き
ゅ
う

化か

率り
つ

は
０
％
で
す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
今
回
の
値
上
げ
は
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
に

陥
ら
な
い
よ
う
に
資
金
確
保
を
行
っ
た
も

の
で
、
令
和
23
年
度
ま
で
に
順
次
更
新
事

業
を
前
倒
し
し
な
が
ら
、
平
準
化
、
現
金

確
保
、
流り

ゅ
う

動ど
う

比ひ

率り
つ

な
ど
を
引
き
上
げ
な
い

と
、
こ
れ
か
ら
の
施
設
投
資
が
困
難
に
な
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地
域
整
備
課

問 

道ど
う

路ろ

費ひ

分ぶ
ん
た
ん担
金き

ん

の
地
元
分
担
金
が

減
っ
た
箇
所
は
ど
こ
か
。

答 

下
枝
の
字
要よ

う
ぼ
う望

の
土
木
事
業
を
補ほ

せ
い正

予よ

算さ
ん

9
月
に
上じ

ょ
う
て
い程

し
た
が
、
字
の
都
合
で

次
年
度
以
降
に
取
り
下
げ
た
い
と
申
し
出

が
あ
り
今
回
減
額
し
ま
し
た
。

問 

地ち

籍せ
き

調ち
ょ
う

査さ

委い

託た
く

料り
ょ
う

の
減
額
に
つ
い
て
。

答 

補ほ

助じ
ょ

事じ

業ぎ
ょ
う

で
や
っ
て
い
る
の
で
、
補ほ

助じ
ょ

内な
い

示じ

が
少
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
分
を

減
額
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

問 

県
道
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
事
業
に

つ
い
て
。

答 

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の
場
合
は
、
入

る
時
に
必
ず
減
速
し
ま
す
の
で
重
大
な
事

故
が
起
こ
り
に
く
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
、

今
の
と
こ
ろ
死
亡
事
故
発
生
ゼ
ロ
で
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
25
号
令
和
８
年
度
豊
郷
町

一
般
会
計
予
算

企
画
振
興
課

問 

シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料
な
ら
び
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機き

器き

保ほ

守し
ゅ

点て
ん

検け
ん

料り
ょ
うの
内
訳
は
。

答 

シ
ス
テ
ム
開か

い

発は
つ

委い

託た
く

料り
ょ
う

の
中
に
は
、

標ひ
ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

の
費
用
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
内

訳
は
、
１
億
９,
６
６
７
万
ほ
ど
が
標ひ

ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

の
シ
ス
テ
ム
の
費
用
。
ま
た
、
標ひ

ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

に
関
し
て
の
歳
入
は
、
デ
ジ
タ
ル
基き

盤ば
ん

改か
い

革か
く

支し

援え
ん

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

２
億
７
９
５
万
ほ
ど
を
み

て
い
る
。
本
来
は
、
補
助
対
象
と
し
て
み

て
ほ
し
い
が
、
対
象
外
に
さ
れ
て
い
る
部

分
も
多
々
あ
る
た
め
、
歳
出
と
歳
入
が
同

額
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
。
標ひ

ょ
う

準じ
ゅ
ん

化か

が
動

き
出
す
の
は
、
令
和
９
年
度
の
秋
を
予
定

し
て
い
る
。
令
和
８
年
度
中
に
準
備
を
進

め
る
分
と
、
令
和
９
年
度
に
入
っ
て
か
ら

準
備
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
今
年
度
は

２
億
ぐ
ら
い
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

税

務

課

問 

固こ

定て
い

資し

産さ
ん

税ぜ
い

前ぜ
ん
の
う納
報ほ

う
し
ょ
う
き
ん

奨
金
に
つ
い
て
。

答 

今
現
在
は
前ぜ

ん
の
う納

報ほ
う
し
ょ
う
き
ん

奨
金
の
シ
ス
テ
ム

が
で
き
て
い
る
の
で
、
標ひ

ょ
う
じ
ゅ
ん準

化か

に
な
る
ま

で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
生
活
課

問 

豊
郷
町
内
に
居
住
し
て
お
ら
れ
る
外

国
人
の
方
の
人
数
と
国
別
に
つ
い
て
。

答 

現げ
ん
ざ
い在

登と
う
ろ
く録

さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
は
２

７
６
人
で
14
か
国
か
ら
で
す
。

医
療
保
険
課

問 

一
生
青
春
事
業
評
価
及
び
業
務
改
善

支
援
業
務
は
ど
こ
に
委
託
し
て
い
る
の
か
。

答 

委
託
先
は
、
合ご

う
ど
う同

会が
い
し
ゃ社

生せ
い
か
つ活

習し
ゅ
う

慣か
ん
び
ょ
う病

予よ

 ぼ
う防

研け
ん
き
ゅ
う究

セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
お
り
、

目
的
と
し
て
は
、
体
験
型
セ
ミ
ナ
ー
の
募

集
方
法
等
。保

健
福
祉
課

問 

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
利
用
状
況
は
。

答 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
選
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
。
毎
週
何
曜
日
と
決
め
て
来
る
方
も

い
れ
ば
、
好
き
な
脳
ト
レ
や
体
操
な
ど

自
身
の
好
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
来
ら
れ
る
方

も
い
る
。
家
族
の
都
合
に
合
わ
せ
て
利
用

す
る
方
も
い
る
た
め
、
一
概
に
皆
様
が
週

何
回
来
て
い
る
の
か
は
お
答
え
で
き
な
い
。

利
用
さ
れ
る
方
の
ペ
ー
ス
で
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
現
在
、
登
録
さ
れ
て

い
る
人
数
は
、
２
月
末
現
在
で
女
性
57
名
、

男
性
22
名
で
す
。

問 

緊き
ん
き
ゅ
う急
通つ

う
ほ
う報
シ
ス
テ
ム
の
登と

う
ろ
く録
数す

う

に
つ

い
て
。

答 

1
月
末
で
総
数
は
56
件
の
登
録
が
あ

り
ま
す
。
コ
ー
ル
の
件
数
は
こ
ち
ら
の
方

へ
報ほ

う
こ
く告

が
き
ま
せ
ん
の
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

 

教
育
委
員
会

問 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
配は

い

置ち

支し

援え
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

の
内
容
は
。

答 

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
は
、

豊
郷
町
が
募
集
し
た
校こ

う

務む

支し

援え
ん

員い
ん

。
各
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

小
学
校
・
中
学
校
に
１
名
ず
つ
配
置
を
し
、

職
務
内
容
は
、
教き

ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

の
補ほ

助じ
ょ

で
す
。
支

援
を
す
る
、
プ
リ
ン
ト
や
そ
う
い
っ
た
教

材
の
準
備
や
施
設
の
環か

ん

境き
ょ
う

改か
い

善ぜ
ん

も
し
て
い

る
。
主
に
先
生
の
授
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
い

く
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
で
、
こ
ち
ら

に
つ
い
て
は
、
教
員
免
許
な
し
で
も
可
能
。

問 

豊
郷
小
学
校
設せ

つ

備び

費ひ

の
設せ

っ

計け
い

委い

託た
く

料り
ょ
う

は
空く

う

調ち
ょ
う

の
設せ

っ

計け
い

か
。

答 

校
舎
の
中
の
空
調
の
委い

託た
く

料り
ょ
う

で
す
。

問 

地ち

域い
き

教き
ょ
う

育い
く

課か

題だ
い

特と
く

別べ
つ

対た
い

策さ
く

事じ

業ぎ
ょ
う

対た
い

象し
ょ
う

職し
ょ
く

員い
ん

活か
つ

動ど
う

費ひ

は
何
の
費
用
か
。

答 

学
校
教
育
課
長
及
び
隣り

ん

保ぽ

館か
ん

に
い
る

先
生（
指し

導ど
う

主し
ゅ

事じ

）の
活か

つ

動ど
う

費ひ

を
調
整
す

る
も
の
。
以
前
は
、
県
費
の
先
生
で
あ
っ

た
た
め
、
給
与
の
差さ

額が
く

分ぶ
ん

を
支
払
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

　
質
疑
終
了
後
、
修
正
の
動ど

う

議ぎ

が
提
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
町
長
提
出
の
原
案
と
併

せ
て
議
題
と
し
、提
出
者
の
説
明
を
求
め
た
。

議
第
25
号（
町
長
提
出
原
案
）

賛
成
・
反
対
討
論
と
も
に
あ
り
。

議
第
25
号（
修
正
案
）

賛
成
討
論
あ
り

修
正
案
：
賛
成
多
数
で
可
決
。

修
正
議
決
し
た
部
分
を
除
く
原
案
：

賛
成
多
数
で
可
決
。

上
下
水
道
課

議
第
30
号
　
令
和
８
年
度 

豊
郷
町
下

水
道
事
業
会
計
予
算

問 

下
水
道
使
用
料
の
件
数
は
何
件
か
。

答 

算
定
方
法
は
、
直
近
１
年
間
の
実
績

を
も
っ
て
計
上
。
令
和
７
年
度
10
月
時
点

加
入
件
数
は
、
2,
5
9
2
件
。

　
令
和
８
年
度
は
、
58
件
分
の
新
規
加
入

を
見
込
ん
で
い
る
。

問 

下
水
道
管
の
老ろ

う

朽き
ゅ
う

化か

は
。

答 

現
在
一
番
古
い
管か

ん

渠き
ょ

で
、
平
成
３
年

に
着
工
し
た
も
の
が
あ
り
、
令
和
23
年
ご

ろ
か
ら
老
朽
化
が
進
ん
で
く
る
。
現げ

ん

状じ
ょ
う

老ろ
う

朽き
ゅ
う

化か

率り
つ

は
０
％
で
す
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
今
回
の
値
上
げ
は
、
資
金
シ
ョ
ー
ト
に

陥
ら
な
い
よ
う
に
資
金
確
保
を
行
っ
た
も

の
で
、
令
和
23
年
度
ま
で
に
順
次
更
新
事

業
を
前
倒
し
し
な
が
ら
、
平
準
化
、
現
金

確
保
、
流り

ゅ
う

動ど
う

比ひ

率り
つ

な
ど
を
引
き
上
げ
な
い

と
、
こ
れ
か
ら
の
施
設
投
資
が
困
難
に
な
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議
第
12
号
　
豊
郷
町
乳に
ゅ
う

児じ

等と
う
通つ
う
園え
ん
支し

援え
ん
事じ

業ぎ
ょ
う

の
設せ
つ
備び

お
よ
び
運う
ん
営え
い
に
関
す

る
基き

準じ
ゅ
ん

を
定さ
だ
め
る
条じ
ょ
う

例れ
い
案あ
ん

問 

乳に
ゅ
う

児じ

等と
う

通つ
う
え
ん園
支し

援え
ん

事じ
ぎ
ょ
う業
の
概が

い
よ
う要
は
。

食
事
は
保
護
者
が
持じ

参さ
ん

す
る
の
か
。
乳に

ゅ
う

幼よ
う

児じ

を
受
け
入
れ
る
時
間
に
制
限
が
あ
る
の

か
。
保
育
士
の
対
応
な
ど
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会答 

申
し
込
み
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
行

事
な
ど
に
合
わ
せ
て
保
育
士
の
確か

く

保ほ

は
決

ま
り
ま
す
。
給
食
の
提て

い

供き
ょ
う

が
な
い
た
め
、

お
弁
当
を
持
参
い
た
だ
き
ま
す
。
乳
幼
児

は
、
離り

乳に
ゅ
う

食し
ょ
く

の
終
わ
っ
た
お
子
様
の
受

入
れ
で
対
応
し
、
時
間
は
、
国
の
基き

準じ
ゅ
ん

に

基
づ
い
て
、
２
名
の
保
育
士
を
つ
け
な
け

る
の
で
、
今
後
を
見み

据す

え
た
事
業
運
営
と

い
う
形
を
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水

道
の
耐
震
化
は
、
約
1
0
0
％
と
な
っ

て
お
り
、
安
食
西
の
阿あ

自じ

岐き

神
社
前
の
管か

ん

渠き
ょ

、数
メ
ー
ト
ル
の
耐た

い

震し
ん

化か

が
終
わ
れ
ば
、

一
旦
耐た

い

震し
ん

化か

は
完
了
す
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。反

対
討
論
あ
り

賛
成
多
数
で
可
決

請
願
第
１
号

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
」

（
仮
称
）の
制
定
を
求
め
る
請
願

（
詳
細
は
P
7
）

賛
成
討
論
あ
り

賛
成
多
数
で
採
択

採決結果 長
谷
川

井
　上

本
　田

中
　島

前
　田

西
　澤

結果

請願第１号 「治安維持法犠牲者国家賠償法」（仮称）の制
定を求める請願 〇 〇 ◎ ◎ - × 採択

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

採決結果 長
谷
川

井
　上

本
　田

中
　島

前
　田

西
　澤

結果

議第30号 令和8年度豊郷町下水道事業会計予算 〇 〇 ☒ 〇 - 〇 可決

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

こども家庭庁HPより
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採決結果 西
　山

辻󠄀󠄀
　本

村
　岸

鈴
　木

河
　合

今
　村

結果

議第12号 豊郷町乳児等通園支援事業の設備および運営
に関する基準を定める条例案 〇 〇 〇 〇 - 〇 可決

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

／
私
は
こ
う
判
断

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
１
人
増

員
し
て
い
ま
す
。
も
う
１
人
は
セ
ン
タ
ー

の
職
員
、
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
さ
ら
に

受
け
入
れ
る
た
め
、
保
育
士
を
確
保
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
26
号
　
令
和
８
年
度
豊
郷
町
国

民
健け
ん
康こ
う
保ほ

険け
ん
事じ

業ぎ
ょ
う

特と
く
別べ
つ
会
計
予
算

問 

国
民
保
険
税
の
滞た

い

納の
う

世せ

帯た
い

10
割
負
担

の
世
帯
が
あ
る
理
由
は
何
か
。

答 

基
本
的
に
滞た

い

納の
う

が
あ
る
方
で
、
分ぶ

ん

納の
う

誓せ
い

約や
く

な
ど
を
結
び
、
約
束
が
守
ら
れ
て
い

る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
分
納
さ
れ
て
い
て
も
、
約
束
が

守
ら
れ
て
な
い
と
、
10
割
負
担
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問 

保ほ

険け
ん

給き
ゅ
う

付ふ

費ひ

等と
う

交こ
う

付ふ

金き
ん

の
内
訳
は
。

答 

最
近
の
傾け

い
こ
う向
と
し
て
、
前
年
度
と
大

き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
悪あ

く

性せ
い

新し
ん

生せ
い

物ぶ
つ

が

昨
年
度
比
で
、
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
糖と

う

尿に
ょ
う

病び
ょ
う

や
筋き

ん

骨こ
つ

格か
く

系け
い

な
ど
、
こ
う

い
っ
た
疾し

っ
か
ん患
も
費
用
が
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。

問 
人
間
ド
ッ
ク
実じ

っ

施し

助じ
ょ
せ
い
き
ん

成
金
負ふ

た
ん担
金き

ん

お

よ
び
保ほ

け
ん健
事じ

ぎ
ょ
う業
等と

う

保ほ

険け
ん

者し
ゃ

支し

援え
ん

負ふ

担た
ん

金
の

予
算
内
訳
は
。

答 

人
間
ド
ッ
ク
実じ

っ

施し

助じ
ょ
せ
い
き
ん

成
金
負ふ

担た
ん

金き
ん

は
、

80
人
分
。
脳
ド
ッ
ク
は
、
25
人
分
、
１
件

あ
た
り
３
万
５,
０
０
０
円
、
８
７
万
５,

０
０
０
円
を
み
て
い
ま
す
。

　
保ほ

健け
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

等と
う

保ほ

険け
ん

者し
ゃ

支し

援え
ん

負ふ

担た
ん

金き
ん

は
、

重ち
ょ
う
ふ
く複
・
頻ひ

ん

回か
い

受じ
ゅ
し
ん
し
ゃ

診
者
等と

う

の
訪ほ

う
も
ん問
指し

導ど
う

共き
ょ
う
ど
う同

事じ

業ぎ
ょ
う

分ぶ
ん

６
万
８,
５
０
１
円
、
訪
問
指
導

費
用
が
発
生
し
た
場
合
を
見
越
し
２
件
、

１
万
７,
０
０
０
円
掛
け
る
２
件
、３
万
４,

０
０
０
円
。
同
じ
疾し

っ
ぺ
い
め
い

病
名
で
別
々
の
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

に
掛
か
る
方
を
対
象
に
課
し
て
い
ま

す
。
国こ

く

保ほ

連れ
ん
ご
う
か
い

合
会
と
連れ

ん
け
い携
し
、
国
保
連
合

会
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
保ほ

健け
ん

師し

が
伺
う
場
合
や
医
療
保
険
課
の

保
健
師
が
栄え

い
よ
う養
相そ

う
だ
ん談
等と

う

、
様
々
な
保ほ

健け
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

も
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来
て
い
た

だ
く
こ
と
も
、
ま
た
電
話
等
で
の
訪ほ

う
も
ん問
事じ

業ぎ
ょ
う

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
重ち

ょ
う
ふ
く複
処し

ょ
ほ
う方
等な

ど

が

発
生
し
、
一
定
期
間
で
３
医
療
機
関
以
上

の
方
、
ま
た
は
、
２
医
療
機
関
以
上
の
方
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採決結果 西
　山

辻󠄀󠄀
　本

村
　岸

鈴
　木

河
　合

今
　村

結果

議第12号 豊郷町乳児等通園支援事業の設備および運営
に関する基準を定める条例案 〇 〇 〇 〇 - 〇 可決

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

委
員
会 Report

／
私
は
こ
う
判
断

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
１
人
増

員
し
て
い
ま
す
。
も
う
１
人
は
セ
ン
タ
ー

の
職
員
、
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
さ
ら
に

受
け
入
れ
る
た
め
、
保
育
士
を
確
保
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

討
論
な
し

全
員
賛
成
で
可
決

議
第
26
号
　
令
和
８
年
度
豊
郷
町
国

民
健け
ん
康こ
う
保ほ

険け
ん
事じ

業ぎ
ょ
う

特と
く
別べ
つ
会
計
予
算

問 

国
民
保
険
税
の
滞た

い

納の
う

世せ

帯た
い

10
割
負
担

の
世
帯
が
あ
る
理
由
は
何
か
。

答 

基
本
的
に
滞た

い

納の
う

が
あ
る
方
で
、
分ぶ

ん

納の
う

誓せ
い

約や
く

な
ど
を
結
び
、
約
束
が
守
ら
れ
て
い

る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
反
映
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
分
納
さ
れ
て
い
て
も
、
約
束
が

守
ら
れ
て
な
い
と
、
10
割
負
担
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問 

保ほ

険け
ん

給き
ゅ
う

付ふ

費ひ

等と
う

交こ
う

付ふ

金き
ん

の
内
訳
は
。

答 

最
近
の
傾け

い
こ
う向
と
し
て
、
前
年
度
と
大

き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
悪あ

く

性せ
い

新し
ん

生せ
い

物ぶ
つ

が

昨
年
度
比
で
、
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
糖と

う

尿に
ょ
う

病び
ょ
う

や
筋き

ん

骨こ
つ

格か
く

系け
い

な
ど
、
こ
う

い
っ
た
疾し

っ
か
ん患
も
費
用
が
大
き
く
伸
び
て
い

ま
す
。

問 

人
間
ド
ッ
ク
実じ

っ

施し

助じ
ょ
せ
い
き
ん

成
金
負ふ

た
ん担
金き

ん

お

よ
び
保ほ

け
ん健
事じ

ぎ
ょ
う業
等と

う

保ほ

険け
ん

者し
ゃ

支し

援え
ん

負ふ

担た
ん

金
の

予
算
内
訳
は
。

答 

人
間
ド
ッ
ク
実じ

っ

施し

助じ
ょ
せ
い
き
ん

成
金
負ふ

担た
ん

金き
ん

は
、

80
人
分
。
脳
ド
ッ
ク
は
、
25
人
分
、
１
件

あ
た
り
３
万
５,
０
０
０
円
、
８
７
万
５,

０
０
０
円
を
み
て
い
ま
す
。

　
保ほ

健け
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

等と
う

保ほ

険け
ん

者し
ゃ

支し

援え
ん

負ふ

担た
ん

金き
ん

は
、

重ち
ょ
う
ふ
く複
・
頻ひ

ん

回か
い

受じ
ゅ
し
ん
し
ゃ

診
者
等と

う

の
訪ほ

う
も
ん問
指し

導ど
う

共き
ょ
う
ど
う同

事じ

業ぎ
ょ
う

分ぶ
ん

６
万
８,
５
０
１
円
、
訪
問
指
導

費
用
が
発
生
し
た
場
合
を
見
越
し
２
件
、

１
万
７,
０
０
０
円
掛
け
る
２
件
、３
万
４,

０
０
０
円
。
同
じ
疾し

っ
ぺ
い
め
い

病
名
で
別
々
の
医い

療り
ょ
う

機き

関か
ん

に
掛
か
る
方
を
対
象
に
課
し
て
い
ま

す
。
国こ

く

保ほ

連れ
ん
ご
う
か
い

合
会
と
連れ

ん
け
い携
し
、
国
保
連
合

会
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
保ほ

健け
ん

師し

が
伺
う
場
合
や
医
療
保
険
課
の

保
健
師
が
栄え

い
よ
う養
相そ

う
だ
ん談
等と

う

、
様
々
な
保ほ

健け
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

も
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
来
て
い
た

だ
く
こ
と
も
、
ま
た
電
話
等
で
の
訪ほ

う
も
ん問
事じ

業ぎ
ょ
う

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
複
数
の
医
療
機
関
か
ら
重ち

ょ
う
ふ
く複
処し

ょ
ほ
う方
等な

ど

が

発
生
し
、
一
定
期
間
で
３
医
療
機
関
以
上

の
方
、
ま
た
は
、
２
医
療
機
関
以
上
の
方
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委員会 Report

採決結果 西
　山

辻󠄀󠄀
　本

村
　岸

鈴
　木

河
　合

今
　村

結果

議第28号 令和８年度豊郷町後期高齢者医療事業特別会
計予算 〇 〇 〇 〇 - ☒ 可決

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

を
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
し
て
、
対

象
者
を
割
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
目
的
が
医
療
費
の
削さ

く
げ
ん減
で
は
な
い
た

め
、
重
複
し
て
薬
を
処
方
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
体
へ
の
指し

導ど
う

に

な
る
た
め
、
医い

療り
ょ
う

費ひ

削さ
く
げ
ん減
を
行
っ
て
い
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

反
対
討
論
あ
り

賛
成
多
数
で
可
決

採決結果 西
　山

辻󠄀󠄀
　本

村
　岸

鈴
　木

河
　合

今
　村

結果

議第26号 令和８年度豊郷町国民健康保険事業特別会計
予算 〇 〇 〇 ☒ - × 可決

（〇は賛成、◎は賛成討論を行った、×は反対、☒は反対討論を行った。委員長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）

議
第
28
号
　
令
和
８
年
度
豊
郷
町
後こ
う

期き

高こ
う
齢れ
い
者し
ゃ
医い

療り
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

特と
く
別べ
つ
会
計
予
算

問 

後こ
う

期き

高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

、
普ふ

つ
う通
徴ち

ょ
う
し
ゅ
う収
の

予
算
計
上
人
数
は
。

答 

７
割
軽け

い
げ
ん減
が
４
３
５
人
、
５
割
軽
減

が
１
７
４
人
、
２
割
軽
減
が
１
４
７
人
、

ま
た
、
被ひ

扶ふ

養よ
う

者し
ゃ

の
方
で
５
割
軽
減
と
な

る
方
を
５
人
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問 

子
ど
も
・
子
育
て
支し

援え
ん

事じ
ぎ
ょ
う業
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

の
費ひ

用よ
う

内う
ち

訳わ
け

は
。

答 

広
域
連
合
と
当
町
の
シ
ス
テ
ム
連れ

ん
け
い携

部ぶ

分ぶ
ん

の
シ
ス
テ
ム
改か

い
し
ゅ
う修
に
対
す
る
国
か
ら

の
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

問 
保
険
料
の
遡そ

及き
ょ
う

還か
ん

付ぷ

は
何な

ん
ね
ん年
遡さ

か
の
ぼ

れ
る

の
か
。

答 

２
年
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

反
対
討
論
あ
り

賛
成
多
数
で
可
決

滋賀県健康づくりキャタクター「しがのハグ＆クミ」

とよさと議会  令和8年5月22日発行　 18

議案審議私私ははこう判断こう判断
令和8年� ３月 �定例会

全員賛成
議第4号
豊郷町固定資産評価
審査委員会委員の選
任につき同意を求める
ことについて

議第5号
豊郷町消防団員等公
務災害補償条例の一
部を改正する条例案

議第7号
豊郷町使用料および
加入金の徴収に関す
る条例の一部を改正
する条例案

議第8号
豊郷町職員の給与に
関する条例の一部を
改正する条例案

議第11号
豊郷町介護保険条例
の一部を改正する条
例

議第12号
豊郷町乳幼児等通園
支援事業の設備およ
び運営に関する基準
を定める条例案

議第13号
豊郷町特定教育・保
育施設および特定地
域型保育事業の運営
に関する基準を定め
る条例の一部を改正
する条例案

議第14号
豊郷町家庭的保育事
業の設備および運営
に関する基準を定め
る条例の一部を改正
する条例案

議第15号
豊郷町放課後児童健
全育成事業の設備お
よび運営に関する基準
を定める条例の一部
を改正する条例案

議第16号
豊郷町道路占用料徴
収条例の一部を改正
する条例案

議第17号
町道路線の認定につ
いて

議第18号
豊郷町布設工事監督者
の配置基準および資格
基準ならびに水道技術
管理者の資格基準に関
する条例の一部を改正
する条例案

議第20号
令和7年度豊郷町国
民健康保険事業特別
会 計 補 正 予 算(第5
号)

議第21号
令和７年度豊郷町介
護保険事業特別会計
補正予算（第５号）

議第23号
令和7年度豊郷町水
道事業会計補正予算
(第5号)

議第24号
令和7年度豊郷町下
水道事業会計補正予
算(第4号)

議第29号
令和8年度豊郷町水
道事業会計予算

議第31号
令和7年度豊郷町一般
会計補正予算(第8号)

議第32号
令和8年度豊郷町一
般会計予算

賛否が分かれたもの

議第6号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条
例案

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

可決
〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 ☒ 〇 ×

長期間にわたり運用実績のない基金の廃止。
議第9号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与
および旅費に関する条例の一部を改正する条例案 × 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ☒

可決
特別職の期末手当について、月数の平準化を行うもの。
議第10号豊郷町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例案 〇 〇 〇 ☒ 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ×

可決
子ども・子育て支援納付金の新設と被保険者の急激な負担増を回避するため、段階的に税率を改正するもの。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

議
第
28
号
　
令
和
８
年
度
豊
郷
町
後こ
う

期き

高こ
う
齢れ
い
者し
ゃ
医い

療り
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

特と
く
別べ
つ
会
計
予
算

問 

後こ
う

期き

高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

、
普ふ

つ
う通
徴ち

ょ
う
し
ゅ
う収
の

予
算
計
上
人
数
は
。

答 

７
割
軽け

い
げ
ん減
が
４
３
５
人
、
５
割
軽
減

が
１
７
４
人
、
２
割
軽
減
が
１
４
７
人
、

ま
た
、
被ひ

扶ふ

養よ
う

者し
ゃ

の
方
で
５
割
軽
減
と
な

る
方
を
５
人
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問 

子
ど
も
・
子
育
て
支し

援え
ん

事じ
ぎ
ょ
う業
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

の
費ひ

用よ
う

内う
ち

訳わ
け

は
。

答 

広
域
連
合
と
当
町
の
シ
ス
テ
ム
連れ

ん
け
い携

部ぶ

分ぶ
ん

の
シ
ス
テ
ム
改か

い
し
ゅ
う修
に
対
す
る
国
か
ら

の
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

問 
保
険
料
の
遡そ

及き
ょ
う

還か
ん

付ぷ

は
何な

ん
ね
ん年
遡さ

か
の
ぼ

れ
る

の
か
。

答 

２
年
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

反
対
討
論
あ
り

賛
成
多
数
で
可
決
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議案審議私私ははこう判断こう判断
令和8年� ３月 �定例会

全員賛成
議第4号
豊郷町固定資産評価
審査委員会委員の選
任につき同意を求める
ことについて

議第5号
豊郷町消防団員等公
務災害補償条例の一
部を改正する条例案

議第7号
豊郷町使用料および
加入金の徴収に関す
る条例の一部を改正
する条例案

議第8号
豊郷町職員の給与に
関する条例の一部を
改正する条例案

議第11号
豊郷町介護保険条例
の一部を改正する条
例

議第12号
豊郷町乳幼児等通園
支援事業の設備およ
び運営に関する基準
を定める条例案

議第13号
豊郷町特定教育・保
育施設および特定地
域型保育事業の運営
に関する基準を定め
る条例の一部を改正
する条例案

議第14号
豊郷町家庭的保育事
業の設備および運営
に関する基準を定め
る条例の一部を改正
する条例案

議第15号
豊郷町放課後児童健
全育成事業の設備お
よび運営に関する基準
を定める条例の一部
を改正する条例案

議第16号
豊郷町道路占用料徴
収条例の一部を改正
する条例案

議第17号
町道路線の認定につ
いて

議第18号
豊郷町布設工事監督者
の配置基準および資格
基準ならびに水道技術
管理者の資格基準に関
する条例の一部を改正
する条例案

議第20号
令和7年度豊郷町国
民健康保険事業特別
会 計 補 正 予 算(第5
号)

議第21号
令和７年度豊郷町介
護保険事業特別会計
補正予算（第５号）

議第23号
令和7年度豊郷町水
道事業会計補正予算
(第5号)

議第24号
令和7年度豊郷町下
水道事業会計補正予
算(第4号)

議第29号
令和8年度豊郷町水
道事業会計予算

議第31号
令和7年度豊郷町一般
会計補正予算(第8号)

議第32号
令和8年度豊郷町一
般会計予算

賛否が分かれたもの

議第6号豊郷町保健福祉基金条例等を廃止する条
例案

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

可決
〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 ☒ 〇 ×

長期間にわたり運用実績のない基金の廃止。
議第9号豊郷町特別職の職員で常勤のものの給与
および旅費に関する条例の一部を改正する条例案 × 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ☒

可決
特別職の期末手当について、月数の平準化を行うもの。
議第10号豊郷町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例案 〇 〇 〇 ☒ 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ×

可決
子ども・子育て支援納付金の新設と被保険者の急激な負担増を回避するため、段階的に税率を改正するもの。

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

議
第
28
号
　
令
和
８
年
度
豊
郷
町
後こ
う

期き

高こ
う
齢れ
い
者し
ゃ
医い

療り
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
う

特と
く
別べ
つ
会
計
予
算

問 

後こ
う

期き

高こ
う
れ
い
し
ゃ

齢
者
保ほ

険け
ん

料り
ょ
う

、
普ふ

つ
う通
徴ち

ょ
う
し
ゅ
う収
の

予
算
計
上
人
数
は
。

答 

７
割
軽け

い
げ
ん減
が
４
３
５
人
、
５
割
軽
減

が
１
７
４
人
、
２
割
軽
減
が
１
４
７
人
、

ま
た
、
被ひ

扶ふ

養よ
う

者し
ゃ

の
方
で
５
割
軽
減
と
な

る
方
を
５
人
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問 

子
ど
も
・
子
育
て
支し

援え
ん

事じ
ぎ
ょ
う業
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

の
費ひ

用よ
う

内う
ち

訳わ
け

は
。

答 

広
域
連
合
と
当
町
の
シ
ス
テ
ム
連れ

ん
け
い携

部ぶ

分ぶ
ん

の
シ
ス
テ
ム
改か

い
し
ゅ
う修
に
対
す
る
国
か
ら

の
補ほ

助じ
ょ

金き
ん

と
し
て
計
上
し
た
も
の
で
す
。

問 

保
険
料
の
遡そ

及き
ょ
う

還か
ん

付ぷ

は
何な

ん
ね
ん年
遡さ

か
の
ぼ

れ
る

の
か
。

答 

２
年
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

反
対
討
論
あ
り

賛
成
多
数
で
可
決

19　 とよさと議会  第100号



委員会等の出欠状況
日　付 会　　議

議員名
長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

3月　3日 議会議員全員協議会 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
3月　5日 第１回定例会（開会） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
3月　9日 第１回定例会（一般質問） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出
3月10日 予算決算常任委員会１日目 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 出 出
3月11日 予算決算常任委員会２日目 出 出 出 出 欠 出 出 出 出 出 出 出
3月12日 総務産業建設常任委員会 出 － 出 出 － 出 － 出 出 － － －
3月13日 文教民生常任委員会 － 出 － － 出 － 出 － － 出 出 出
3月23日 第１回定例会（閉会） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出

注１　「出」は出席、「欠」は欠席です。　注２　委員会は、所属する委員のみあらわしており、「－」は出席の必要はありません。

賛否が分かれたもの

議第19号令和7年度豊郷町一般会計補正予算(第
7号)

長
谷
川

西
　山

井
　上

本
　田

辻󠄀󠄀
　本

中
　島

村
　岸

前
　田

西
　澤

鈴
　木

河
　合

今
　村

〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ×
可決

歳入歳出予算から5億6,365万2,000円を減額し、歳予算総額を60億9,190万5,000円とするもの。
議第22号令和7年度豊郷町後期高齢者医療事業
特別会計補正予算(議第4号) 〇 〇 〇 × 退 － 〇 〇 〇 × 〇 ×

可決
繰入金、総務費それぞれ6万2,000円を減額し、歳入歳出予算総額を1億140万8,000円とするもの。
議第25号令和8年度豊郷町一般会計予算(修正案) 〇 × × ◎ × － × 〇 × 〇 ☒ 〇

否決
鈴木議員ほか１人から提出されたもの。 ※詳しくはp3~4
議第25号令和8年度豊郷町一般会計予算 × 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 ◎ × 〇 ☒

可決町の将来像である一生青春みんなで安心元気なまちの実現に向け、一歩先行く豊郷町を築き上げていくための
当初予算。
議第26号令和8年度豊郷町国民健康保険事業特
別会計予算 〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 ☒ 〇 ×

可決
国民健康保険事業に係る給付事業等に係る予算。
議第27号令和8年度豊郷町介護保険事業特別会
計予算 〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ☒

可決
介護保険事業に係る給付事業等に係る予算。
議第28号令和8年度豊郷町後期高齢者医療事業
特別会計予算 〇 〇 〇 × 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ☒

可決
75歳以上が加入する後期高齢者医療制度に係る予算。
議第30号令和8年度豊郷町下水道事業会計予算 〇 〇 〇 ☒ 〇 － 〇 〇 〇 × 〇 ×

可決
下水道施設の維持管理・修繕・更新等に係る予算。
発議第1号豊郷町議会の議員の定数を定める条例
の一部を改正する条例案 × 〇 × ☒ 退 － 〇 × 〇 × 〇 ×

否決
議員定数を12人から10人とするもの。※詳しくはp6~7
請願第1号「治安維持法犠牲者国家賠償法」(仮称)
の制定を求める請願 〇 × 〇 ◎ × － × 〇 ☒ 〇 × 〇

採択
国に意見書の提出を求める請願。※詳しくはp8~10
意見書第1号「治安維持法犠牲者国家賠償法」 
(仮称)の制定を求める意見書案 〇 × 〇 〇 × － × 〇 × 〇 × 〇

可決
意見書を豊郷町議会として国に提出を求めるもの。詳しくはp10

（〇は賛成、×は反対。議長は可否同数の場合のみ採決に加わる。）
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一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問次

の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

３月議会では６議員が一般質問を行いました。（質問順）

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
鈴
木
　
べ
ん
い
ち 

議
員

　
・�

冷
暖
房
費
の
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。

　
・�

改
良
住
宅
譲
渡
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
に
つ
い

て
問
う
。

　
・�

生
ご
み
処
理
機
の
故
障
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
・�

豊
郷
町
地
域
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
原
案
）
に

つ
い
て
問
う
。

　
★
豊
郷
町
史
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず 

議
員

　
・
自
治
会
存
続
と
行
政
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

　
★�

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
つ
い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
本
田
　
き
よ
は
る 

議
員

　
・�

防
災
無
線
の
聞
き
取
り
に
く
さ
に
関
す
る
町
民
か

ら
の
声
に
つ
い
て

　
・�「
広
報
と
よ
さ
と
」
へ
の
区
民
活
動
紹
介
記
事
掲

載
に
つ
い
て

　
★�

機
関
紙
「
虹
」
を
発
行
す
る
団
体
に
補
助
金
８
万

円
支
出
の
根
拠
を
問
う

　
・
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
と
町
民
へ
の
影
響

　
・
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
導
入
の
前
倒
し
を

◦
い
の
う
え
　
き
み
子 
議
員

　
★
物
価
高
騰
対
応
負
担
軽
減
支
援
に
つ
い
て

　
・
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
等
の
配
布
に
つ
い
て

　
・�「
す
ま
い
る
た
う
ん
ば
す
」「
デ
マ
ン
ド
車
」
車
両

運
行
の
検
証
に
つ
い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
今
村
　
え
み
こ 

議
員

　
・�

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
町
公
共
施
設
の
長
寿
命

化
と
利
活
用
の
推
進
を

　
★�

低
所
得
世
帯
低
所
得
子
育
て
世
帯
へ
の
町
支
援
拡

充
を

　
・
子
育
て
世
帯
の
支
援
充
実
を

　
・
改
良
住
宅
や
町
営
住
宅
の
除
雪
対
策
を

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
か
わ
い
　
勇 

議
員

　
★�

墓
地
の
管
理
運
営
の
あ
り
か
た
と
あ
る
議
員
の
町

職
員
に
対
す
る
名
誉
棄
損
疑
惑
の
そ
の
後
に
つ
い

て
問
う
。
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一般質問とは 　議員が、町が処理するすべての事務について質問し、町長の所信を質した
り、事実関係を明らかにするだけではなく、政策について議論するものです。

ここが聞きたい
一 般 質 問次

の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

３月議会では６議員が一般質問を行いました。（質問順）

★
の
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◦
鈴
木
　
べ
ん
い
ち 

議
員

　
・�

冷
暖
房
費
の
拡
充
に
つ
い
て
問
う
。

　
・�

改
良
住
宅
譲
渡
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
に
つ
い

て
問
う
。

　
・�

生
ご
み
処
理
機
の
故
障
に
伴
う
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

　
・�

豊
郷
町
地
域
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
原
案
）
に

つ
い
て
問
う
。

　
★
豊
郷
町
史
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
西
澤
　
ひ
ろ
か
ず 

議
員

　
・
自
治
会
存
続
と
行
政
の
支
援
体
制
に
つ
い
て

　
★�
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
デ
ジ
タ
ル
環
境
に
つ
い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
本
田
　
き
よ
は
る 

議
員

　
・�

防
災
無
線
の
聞
き
取
り
に
く
さ
に
関
す
る
町
民
か

ら
の
声
に
つ
い
て

　
・�「
広
報
と
よ
さ
と
」
へ
の
区
民
活
動
紹
介
記
事
掲

載
に
つ
い
て

　
★�

機
関
紙
「
虹
」
を
発
行
す
る
団
体
に
補
助
金
８
万

円
支
出
の
根
拠
を
問
う

　
・
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
と
町
民
へ
の
影
響

　
・
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
導
入
の
前
倒
し
を

◦
い
の
う
え
　
き
み
子 

議
員

　
★
物
価
高
騰
対
応
負
担
軽
減
支
援
に
つ
い
て

　
・
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
等
の
配
布
に
つ
い
て

　
・�「
す
ま
い
る
た
う
ん
ば
す
」「
デ
マ
ン
ド
車
」
車
両

運
行
の
検
証
に
つ
い
て

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
今
村
　
え
み
こ 

議
員

　
・�

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
町
公
共
施
設
の
長
寿
命

化
と
利
活
用
の
推
進
を

　
★�

低
所
得
世
帯
低
所
得
子
育
て
世
帯
へ
の
町
支
援
拡

充
を

　
・
子
育
て
世
帯
の
支
援
充
実
を

　
・
改
良
住
宅
や
町
営
住
宅
の
除
雪
対
策
を

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

◦
か
わ
い
　
勇 

議
員

　
★�

墓
地
の
管
理
運
営
の
あ
り
か
た
と
あ
る
議
員
の
町

職
員
に
対
す
る
名
誉
棄
損
疑
惑
の
そ
の
後
に
つ
い

て
問
う
。
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問 

今
春
の
発
行
を
目
指
し
て

豊
郷
町
史
の
編
さ
ん
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
点
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

① 

予
定
ど
お
り
今
春
発
行
す
る

の
か
。

② 

戦せ
ん

後ご

80
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
る
昨
年
10
月
に
「
豊
郷
町

史し

編へ
ん

さ
ん
調
査
報
告
書
　
豊

郷
に
残
る
戦
争
の
記
録
」（「
記

録
」）が
社
会
教
育
課
か
ら
発

行
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
に

ど
れ
だ
け
配
布
し
た
の
か
。

答�（
教
育
次
長
）

①  

第
４
巻
資
料
編
の
確
認
作
業

を
終
え
、
現
在
、
印
刷
に
か

か
っ
て
お
り
４
月
以
降
お
読

み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

② 

冊
子
を
２
０
０
部
印
刷
し
、

国
・
県
・
県
内
の
市
町
の
図

書
館
、
小
・
中
・
幼
・
保
や
、

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
方

へ
30
冊
な
ど
、
１
４
２
部
、

配
布
し
て
い
ま
す
。

問 「
記
録
」
の
「
ご
挨
拶
」
の

中
で
教
育
長
が
こ
う
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
今
年
、
私
た
ち
は
戦せ

ん

後ご

80
年

と
い
う
節ふ

し

目め

の
年
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
町

ち
ょ
う

史し

編へ
ん

さ
ん
事
業
の
調
査
で

は
、
戦
争
に
関
す
る
様
々
な
証

言
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
を
物
語

る
資
料
に
も
多
く
触
れ
て
来
ま

し
た
。
戦
地
に
出

し
ゅ
っ

征せ
い

さ
れ
た
方
、

こ
の
地
で
銃

じ
ゅ
う

後ご

の
務つ

と

め
を
果
た

さ
れ
た
方
、
そ
れ
ぞ
れ
が
命
を

か
け
て
時
代
を
生
き
抜
い
て
来

ら
れ
た
経け

い

験け
ん

と
記き

憶お
く

を
次
の
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
意

義
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

本
書
が
戦
争
の
記
憶
を
受
け
継

ぎ
、平
和
の
意
味
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
全
面
的
に
賛さ

ん

同ど
う

し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
学
校
の
卒
業
式

で
卒
業
生
の
在
校
生
へ
の
「
巣

立
ち
の
言
葉
」
の
中
で
、「
私
た

ち
は
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会

を
望
み
た
い
」（
趣し

ゅ

旨し

）と
の
発

言
に
感
動
し
て
う
れ
し
か
っ
た

も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
資
料
は
も
っ
と
町
民
に
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

答�（
教
育
長
）

　「
記
録
」
に
注
目
し
て
い
た
だ

い
た
事
、
大
変
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。
過
日
の
中
学
校
の
卒
業

式
で
も
卒
業
生
が
述
べ
て
い
ま

し
た
し
、
い
か
に
し
て
戦
争
の

悲ひ

惨さ
ん

さ
、
平
和
の
尊と

う
と
さ
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
か
と
言
う

の
が
大
事
で
す
。
そ
の
意
味
で
、

こ
の
貴
重
な
資
料
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
よ
り

多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
、
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
を

私
自
身
の
課
題
と
し
て
、
今
後

捉と
ら

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「豊郷に残る戦争の記録」
より多くの人に見ていただきたい

鈴木  べんいち 議員

とよさと議会  令和8年5月22日発行　22 

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
い
て
、
脅

き
ょ
う

威い

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
利
用
し
た
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
、
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う、
仲
間

外
れ
、
個
人
情
報
の
流
出
、
性

的
被
害
等
で
あ
り
、
あ
る
い
は

重
大
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
社
会
的
な
問
題
は
、
学
校
や

教
育
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪

等
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
も
、
で
き
る
限

り
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
私
は
思

い
ま
す
。
町
長
と
教
育
長
に
は
、

何
を
す
べ
き
と
お
考
え
か
。

答
（
教
育
次
長
）

　
現
在
小
中
学
校
で
は
、
ノ
ー

メ
デ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を

設
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
む
メ
デ
ィ

ア
と
距
離
を
置
く
取
組
を
は
じ

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
安
全
教
室
と
し
て
、
彦

根
警
察
署
の
署
員
を
講
師
に
招

き
、
児
童
生
徒
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
安

全
な
利
用
に
つ
い
て
の
講
話
を

お
願
い
し
た
り
、
生
徒
に
よ
る

寸
劇
に
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
に

つ
い
て
訴
え
る
な
ど
の
取
組
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
各
ご
家
庭
に
お
い
て
、
安
全

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
及

び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
た
だ
く
機
会
も
ま

た
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

教
員
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
連
携
な
ど

様
々
な
対
応
方
法
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
草
津
市
教

育
委
員
会
は
、
い
じ
め
防ぼ

う

止し

対た
い

策さ
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

に
基
づ
い
て
、
重

じ
ゅ
う

大だ
い

事じ

態た
い

に
認
定
し
た
と
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
本
町
で
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

　
学
校
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
で
も
っ
て
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
個
々
の
案
件
に
つ
い

て
対
応
し
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
日
栄
小
学
校
で
は
４
年
生
以

上
の
児
童
と
警
察
、
そ
し
て
保

護
者
を
交
え
て
正
し
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
使
い
方
等
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
過
去
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
重

大
事
案
と
し
て
取
り
扱
う
と
い

う
と
こ
ら
辺
で
進
め
て
い
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合

に
は
、
当
然
、
第
三
者
委
員
会

の
設
置
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
こ
ら
辺
は
慎
重
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
、
こ
う
い
う
思
い
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
充
実
に
加
え
、
家
庭
や

地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

子どもたちを取り巻く
　　　　　　	 デジタル環境を問う

安全に利用できる環境づくりに努める
西澤  ひろかず 議員
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問 

今
春
の
発
行
を
目
指
し
て

豊
郷
町
史
の
編
さ
ん
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
点
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

① 

予
定
ど
お
り
今
春
発
行
す
る

の
か
。

② 

戦せ
ん

後ご

80
年
の
節
目
の
年
に
あ

た
る
昨
年
10
月
に
「
豊
郷
町

史し

編へ
ん

さ
ん
調
査
報
告
書
　
豊

郷
に
残
る
戦
争
の
記
録
」（「
記

録
」）が
社
会
教
育
課
か
ら
発

行
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
に

ど
れ
だ
け
配
布
し
た
の
か
。

答�（
教
育
次
長
）

①  

第
４
巻
資
料
編
の
確
認
作
業

を
終
え
、
現
在
、
印
刷
に
か

か
っ
て
お
り
４
月
以
降
お
読

み
い
た
だ
け
る
よ
う
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

② 

冊
子
を
２
０
０
部
印
刷
し
、

国
・
県
・
県
内
の
市
町
の
図

書
館
、
小
・
中
・
幼
・
保
や
、

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
方

へ
30
冊
な
ど
、
１
４
２
部
、

配
布
し
て
い
ま
す
。

問 「
記
録
」
の
「
ご
挨
拶
」
の

中
で
教
育
長
が
こ
う
述
べ
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
今
年
、
私
た
ち
は
戦せ

ん

後ご

80
年

と
い
う
節ふ

し

目め

の
年
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　
町

ち
ょ
う

史し

編へ
ん

さ
ん
事
業
の
調
査
で

は
、
戦
争
に
関
す
る
様
々
な
証

言
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
を
物
語

る
資
料
に
も
多
く
触
れ
て
来
ま

し
た
。
戦
地
に
出

し
ゅ
っ

征せ
い

さ
れ
た
方
、

こ
の
地
で
銃

じ
ゅ
う

後ご

の
務つ

と

め
を
果
た

さ
れ
た
方
、
そ
れ
ぞ
れ
が
命
を

か
け
て
時
代
を
生
き
抜
い
て
来

ら
れ
た
経け

い

験け
ん

と
記き

憶お
く

を
次
の
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
意

義
を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

本
書
が
戦
争
の
記
憶
を
受
け
継

ぎ
、平
和
の
意
味
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
全
面
的
に
賛さ

ん

同ど
う

し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
中
学
校
の
卒
業
式

で
卒
業
生
の
在
校
生
へ
の
「
巣

立
ち
の
言
葉
」
の
中
で
、「
私
た

ち
は
戦
争
の
な
い
平
和
な
社
会

を
望
み
た
い
」（
趣し

ゅ

旨し

）と
の
発

言
に
感
動
し
て
う
れ
し
か
っ
た

も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
資
料
は
も
っ
と
町
民
に
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

答�（
教
育
長
）

　「
記
録
」
に
注
目
し
て
い
た
だ

い
た
事
、
大
変
あ
り
が
た
く
思

い
ま
す
。
過
日
の
中
学
校
の
卒
業

式
で
も
卒
業
生
が
述
べ
て
い
ま

し
た
し
、
い
か
に
し
て
戦
争
の

悲ひ

惨さ
ん

さ
、
平
和
の
尊と

う
と
さ
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
か
と
言
う

の
が
大
事
で
す
。
そ
の
意
味
で
、

こ
の
貴
重
な
資
料
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
よ
り

多
く
の
人
に
見
て
い
た
だ
き
た

い
、
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
を

私
自
身
の
課
題
と
し
て
、
今
後

捉と
ら

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「豊郷に残る戦争の記録」
より多くの人に見ていただきたい

鈴木  べんいち 議員

とよさと議会  令和8年5月22日発行　22 

次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問 

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く

デ
ジ
タ
ル
環
境
に
お
い
て
、
脅

き
ょ
う

威い

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
利
用
し
た
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
、
誹ひ

謗ぼ
う

中ち
ゅ
う

傷し
ょ
う、
仲
間

外
れ
、
個
人
情
報
の
流
出
、
性

的
被
害
等
で
あ
り
、
あ
る
い
は

重
大
な
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る

ケ
ー
ス
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
社
会
的
な
問
題
は
、
学
校
や

教
育
行
政
だ
け
で
解
決
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪

等
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
も
、
で
き
る
限

り
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
が

何
よ
り
重
要
で
あ
る
と
私
は
思

い
ま
す
。
町
長
と
教
育
長
に
は
、

何
を
す
べ
き
と
お
考
え
か
。

答
（
教
育
次
長
）

　
現
在
小
中
学
校
で
は
、
ノ
ー

メ
デ
ィ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を

設
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
含
む
メ
デ
ィ

ア
と
距
離
を
置
く
取
組
を
は
じ

め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
の
安
全
教
室
と
し
て
、
彦

根
警
察
署
の
署
員
を
講
師
に
招

き
、
児
童
生
徒
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
安

全
な
利
用
に
つ
い
て
の
講
話
を

お
願
い
し
た
り
、
生
徒
に
よ
る

寸
劇
に
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危
険
性
に

つ
い
て
訴
え
る
な
ど
の
取
組
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
各
ご
家
庭
に
お
い
て
、
安
全

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
及

び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ
い
て
話

し
合
っ
て
い
た
だ
く
機
会
も
ま

た
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

教
員
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
連
携
な
ど

様
々
な
対
応
方
法
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、
草
津
市
教

育
委
員
会
は
、
い
じ
め
防ぼ

う

止し

対た
い

策さ
く

推す
い

進し
ん

法ほ
う

に
基
づ
い
て
、
重

じ
ゅ
う

大だ
い

事じ

態た
い

に
認
定
し
た
と
発
表
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
本
町
で
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

　
学
校
と
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
で
も
っ
て
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
個
々
の
案
件
に
つ
い

て
対
応
し
て
い
る
と
い
う
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　
日
栄
小
学
校
で
は
４
年
生
以

上
の
児
童
と
警
察
、
そ
し
て
保

護
者
を
交
え
て
正
し
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
使
い
方
等
に
つ
い
て
の
講
演

会
を
過
去
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
重

大
事
案
と
し
て
取
り
扱
う
と
い

う
と
こ
ら
辺
で
進
め
て
い
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
場
合

に
は
、
当
然
、
第
三
者
委
員
会

の
設
置
等
も
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
こ
ら
辺
は
慎
重
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
、
こ
う
い
う
思
い
を

持
っ
て
お
り
ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル

教
育
の
充
実
に
加
え
、
家
庭
や

地
域
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

安
全
に
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
利
用

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

子どもたちを取り巻く
　　　　　　	 デジタル環境を問う

安全に利用できる環境づくりに努める
西澤  ひろかず 議員
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問 「
虹
」
と
い
う
広
報
が
『
広

報
と
よ
さ
と
』
と
と
も
に
年
１

回
住
民
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
愛
知
・
犬
上
同
和
対た

い

策さ
く

税ぜ
い

運う
ん

営え
い

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

が
発
行
し
、

町
は
こ
の
協

き
ょ
う

議ぎ

会か
い

に
４
万
円
の

補
助
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
が
、

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

支し

出し
ゅ
つの
根こ

ん

拠き
ょ

を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

答 （
税
務
課
長
）

　
根
拠
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本ほ

ん

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

の
規き

約や
く

に
基
づ
い
て
支

出
し
て
お
り
ま
す
。

問 

こ
の
団
体
の
目
的
と
し
て
、

同ど
う
わ和
対た

い
さ
く
し
ん

策
審
議ぎ

か
い会
答と

う
し
ん申
の
精
神

に
の
っ
と
り
と
冒
頭
に
書
か
れ

こ
の
補
助
金
は
同ど

う
わ和
対た

い

策さ
く

事じ
ぎ
ょ
う業

で
す
。
し
か
し
、
同ど

う

和わ

対た
い
さ
く策
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

は
２
０
０
１
年
に
終
結
し
、

２
０
０
２
年
か
ら
同
和
行
政
は

終
結
し
て
い
ま
す
。
同ど

う

和わ

対た
い

策さ
く

審し
ん

議ぎ

会か
い

答と
う

申し
ん

を
受
け
て
、
同
和

問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
１
９

８
２
年
に
地ち

域い
き

改か
い

善ぜ
ん

対た
い

策さ
く

特と
く

別べ
つ

措そ

置ち

法ほ
う

が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
で

は
周
辺
地
域
と
の
一
体
性
の
確

保
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
同
和

問
題
の
解
決
と
は
、
周
辺
地
域

と
の
障

し
ょ
う

壁へ
き

、
わ
だ
か
ま
り
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
同
和

問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
特
定

の
団
体
に
対
す
る
特
別
と
見
ら

れ
か
ね
な
い
よ
う
な
対
応
は
や

め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
ら
に
、
特と

く

別べ
つ

措そ

置ち

法ほ
う

が
終
結

し
て
、
も
う
既
に
25
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
根
拠
の
な
い
ま

ま
、
分
担
金
を
支
出
す
る
行
為

は
や
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答�（
税
務
課
長
）

　
ま
ず
組
織
と
し
て
は
、
愛

知
・
犬
上
の
税ぜ

い

務む

職し
ょ
く

員い
ん

、
ま
た

部ぶ

落ら
く

解か
い

放ほ
う

同ど
う

盟め
い

滋し

賀が

県け
ん

連れ
ん

合ご
う

会か
い

愛
知
・
犬
上
郡
の
各
支
部
の
代

表
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
今
も
な
お
、
教
育
、

就
労
、
産
業
な
ど
格
差
が
存
在

し
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
協
議
会
の
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
差
別
事
象
が
今
な
お

発
生
し
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、

そ
う
し
た
問
題
解
決
の
た
め
に

も
、
人
権
感
覚
を
よ
り
一
層
職

員
と
し
て
深
め
る
、
高
め
る
必

要
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ

大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

全
く
納
得
の
で
き
な
い
、

法
を
無
視
し
た
よ
う
な
答
弁
で

す
。

　
こ
の
協
議
会
の
目
的
、「
関
係

団
体
と
の
連
携
の
下
で
対
象
地

域
住
民
の
経
済
力
の
向
上
、
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
す
る
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
旧
同
和
地
区
の
住
民
を

意
味
し
た
対
象
地
域
住
民
と
い

う
概
念
は
も
う
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
行
政
と
し
て
、
法
律
が

な
く
な
っ
た
な
ら
ば
や
め
る
べ

き
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答�（
税
務
課
長
）

　
今
も
な
お
差
別
事
象
が
あ
る

中
で
、
そ
う
し
た
問
題
解
決
の

た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
継
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

法律が廃止になって25年が経過する
	 同和行政をまだ続ける根拠を問う

いまなお格差がある
本田  きよはる 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問
物
価
の
高こ

う

騰と
う

は
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
が
困こ

ん

難な
ん

と
さ
れ

て
い
る
児
童
生
徒
を
養
育
さ
れ

て
い
る
保
護
者
や
、
介
護
が
必

要
な
方
が
お
ら
れ
る
ご
家
庭
で

は
、
さ
ら
な
る
負
担
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子

育
て
世
帯
の
経け

い

済ざ
い

的て
き

負ふ

担た
ん

を
軽

減
す
る
た
め
、
小
中
学
校
入に

ゅ
う

学が
く

助じ
ょ

成せ
い

額が
く

を
見
直
し
て
は
い
か
が

か
。
ま
た
、
紙
お
む
つ
支
給
事

業
の
対
象
を
介
護
認
定
１
・
２

以
上
に
し
て
、
要
件
緩
和
の
措

置
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

ト
１
枚
に
し
て
も
結
構
負
担
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

例
え
ば
、
パ
ッ
ト
を
２
カ
月
に

１
袋
支
給
す
る
と
か
、
お
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答�（
教
育
次
長
）

　
小
中
学
校
入
学
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
現
物
支
給
で
は
ど
う
か
と

の
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

現
時
点
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
か
な
り
厳
し
い
と
い
う
お

答
え
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 （
保
健
福
祉
課
長
）

　
一
般
施
策
で
紙
お
む
つ
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
る
一

定
限
度
と
い
う
も
の
は
定
め
て

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業

実
施
を
安
定
的
に
運
用
し
て
い

く
た
め
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問

紙
お
む
つ
支
給
事
業
で
す

が
、
町
の
要
項
に
よ
る
と
、
第

２
条
の
４
号
に
あ
る
町
長
が
特

に
必
要
と
認
め
た
方
と
は
ど
の

よ
う
な
方
で
す
か
。

答�（
保
健
福
祉
課
長
）

　
対
象
者
の
要
項
に
上
が
っ
て

い
る
以
外
の
方
で
、
ご
相
談
を
受

Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
を
配
布
す
る
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
不

特
定
多
数
の
方
に
気
づ
い
て
い

た
だ
け
る
１
つ
の
有
効
な
手
段

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

認
知
症
の
方
の
行
動
は
分

か
ら
な
い
で
す
よ
。
万
が
一
認
知

症
の
方
が
県
外
に
出
ら
れ
る
こ

と
も
想
定
し
た
早
期
発
見
の
た

め
の
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
で
す
。
ご
家

族
の
方
は
申
込
み
に
来
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

答�（
医
療
保
険
課
長
）

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で

家
族
さ
ん
に
連
絡
が
行
く
な
り
、

警
察
の
方
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

いのうえ  きみ子 議員

一
つ
の
有
効
な
手
段
だ
と認識

し
て
い
る

見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
等
の
配
布
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

物
価
高
騰
対
応
負
担
軽
減
支
援

け
た
上
で
特
に
必
要
と
認
め
た

答 （
教
育
次
長
）

　
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
ま
す
と
、
助
成
額
の
見
直
し

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

答 （
保
健
福
祉
課
長
）

　
紙
お
む
つ
支
給
事
業
は
、
令
和

６
年
４
月
に
緩
和
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
昨
今
の
物ぶ

っ

価か

高こ
う

騰と
う

の
影
響
は

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
が
、
様
々

な
事
業
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、

当
該
事
業
の
要よ

う

件け
ん

緩か
ん

和わ

は
難
し

く
、
現
状
の
ま
ま
で
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

入
学
助
成
金
に
所
得
制
限

は
あ
る
の
で
す
か
。
物
価
高
で
、

体
操
服
と
か
に
し
ろ
、
現
物
支

給
と
か
で
き
な
い
で
す
か
。
ま

た
、
紙
お
む
つ
も
で
す
が
、
緩

和
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
今
聞
い

て
わ
か
り
ま
し
た
が
、
年
金
生

活
者
だ
け
の
方
で
あ
れ
ば
、
パ
ッ

場
合
、
支
給
す
る
も
の
で
す
。

問
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
と
は
、

表
示
さ
れ
た
登
録
番
号
を
警
察

及
び
公
的
な
連
絡
先
に
伝
え
る

こ
と
で
身
元
が
分
か
り
、
早
期

の
発
見
保
護
に
繋
が
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
Ｑ
Ｒ
シ

ー
ル
等
の
配
布
は
、
近
隣
の
市

町
で
は
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
認
知
症

高
齢
者
の
行
方
不
明
者
の
早
期

発
見
、
保
護
及
び
地
域
の
見
守

り
支
援
の
充
実
を
図
る
支
援
と

し
て
、
導
入
す
る
お
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

答�（
医
療
保
険
課
長
）

　
ま
ず
は
一
人
歩
き
で
行
方
不

明
の
お
そ
れ
が
あ
る
方
の
把
握

に
努
め
、
本
人
の
写
真
と
家
族
の

連
絡
先
を
確
保
す
る
こ
と
を
優

先
し
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
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問 「
虹
」
と
い
う
広
報
が
『
広

報
と
よ
さ
と
』
と
と
も
に
年
１

回
住
民
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
愛
知
・
犬
上
同
和
対た

い

策さ
く

税ぜ
い

運う
ん

営え
い

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

が
発
行
し
、

町
は
こ
の
協

き
ょ
う

議ぎ

会か
い

に
４
万
円
の

補
助
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
が
、

補ほ

助じ
ょ

金き
ん

支し

出し
ゅ
つの
根こ

ん

拠き
ょ

を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

答 （
税
務
課
長
）

　
根
拠
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本ほ

ん

協き
ょ
う

議ぎ

会か
い

の
規き

約や
く

に
基
づ
い
て
支

出
し
て
お
り
ま
す
。

問 

こ
の
団
体
の
目
的
と
し
て
、

同ど
う
わ和
対た

い
さ
く
し
ん

策
審
議ぎ

か
い会
答と

う
し
ん申
の
精
神

に
の
っ
と
り
と
冒
頭
に
書
か
れ

こ
の
補
助
金
は
同ど

う
わ和
対た

い

策さ
く

事じ
ぎ
ょ
う業

で
す
。
し
か
し
、
同ど

う

和わ

対た
い
さ
く策
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

は
２
０
０
１
年
に
終
結
し
、

２
０
０
２
年
か
ら
同
和
行
政
は

終
結
し
て
い
ま
す
。
同ど

う

和わ

対た
い

策さ
く

審し
ん

議ぎ

会か
い

答と
う

申し
ん

を
受
け
て
、
同
和

問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
１
９

８
２
年
に
地ち

域い
き

改か
い

善ぜ
ん

対た
い

策さ
く

特と
く

別べ
つ

措そ

置ち

法ほ
う

が
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
で

は
周
辺
地
域
と
の
一
体
性
の
確

保
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
同
和

問
題
の
解
決
と
は
、
周
辺
地
域

と
の
障

し
ょ
う

壁へ
き

、
わ
だ
か
ま
り
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
同
和

問
題
の
解
決
の
た
め
に
も
特
定

の
団
体
に
対
す
る
特
別
と
見
ら

れ
か
ね
な
い
よ
う
な
対
応
は
や

め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
ら
に
、
特と

く

別べ
つ

措そ

置ち

法ほ
う

が
終
結

し
て
、
も
う
既
に
25
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。
根
拠
の
な
い
ま

ま
、
分
担
金
を
支
出
す
る
行
為

は
や
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

答�（
税
務
課
長
）

　
ま
ず
組
織
と
し
て
は
、
愛

知
・
犬
上
の
税ぜ

い

務む

職し
ょ
く

員い
ん

、
ま
た

部ぶ

落ら
く

解か
い

放ほ
う

同ど
う

盟め
い

滋し

賀が

県け
ん

連れ
ん

合ご
う

会か
い

愛
知
・
犬
上
郡
の
各
支
部
の
代

表
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
特
に
今
も
な
お
、
教
育
、

就
労
、
産
業
な
ど
格
差
が
存
在

し
て
い
る
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
協
議
会
の
取
組
を
進
め
る
と

と
も
に
、
差
別
事
象
が
今
な
お

発
生
し
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、

そ
う
し
た
問
題
解
決
の
た
め
に

も
、
人
権
感
覚
を
よ
り
一
層
職

員
と
し
て
深
め
る
、
高
め
る
必

要
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の

活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ

大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

全
く
納
得
の
で
き
な
い
、

法
を
無
視
し
た
よ
う
な
答
弁
で

す
。

　
こ
の
協
議
会
の
目
的
、「
関
係

団
体
と
の
連
携
の
下
で
対
象
地

域
住
民
の
経
済
力
の
向
上
、
生

活
の
安
定
に
寄
与
す
る
」
こ
と

を
目
的
と
す
る
と
書
い
て
あ
り

ま
す
。
旧
同
和
地
区
の
住
民
を

意
味
し
た
対
象
地
域
住
民
と
い

う
概
念
は
も
う
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
行
政
と
し
て
、
法
律
が

な
く
な
っ
た
な
ら
ば
や
め
る
べ

き
で
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答�（
税
務
課
長
）

　
今
も
な
お
差
別
事
象
が
あ
る

中
で
、
そ
う
し
た
問
題
解
決
の

た
め
に
、
ま
だ
ま
だ
必
要
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
継
続
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

法律が廃止になって25年が経過する
	 同和行政をまだ続ける根拠を問う

いまなお格差がある
本田  きよはる 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

一
般
質
問
　
こ
こ
が
聞
き
た
い

問
物
価
の
高こ

う

騰と
う

は
、
経
済
的
理

由
に
よ
り
就
学
が
困こ

ん

難な
ん

と
さ
れ

て
い
る
児
童
生
徒
を
養
育
さ
れ

て
い
る
保
護
者
や
、
介
護
が
必

要
な
方
が
お
ら
れ
る
ご
家
庭
で

は
、
さ
ら
な
る
負
担
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
子

育
て
世
帯
の
経け

い

済ざ
い

的て
き

負ふ

担た
ん

を
軽

減
す
る
た
め
、
小
中
学
校
入に

ゅ
う

学が
く

助じ
ょ

成せ
い

額が
く

を
見
直
し
て
は
い
か
が

か
。
ま
た
、
紙
お
む
つ
支
給
事

業
の
対
象
を
介
護
認
定
１
・
２

以
上
に
し
て
、
要
件
緩
和
の
措

置
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

ト
１
枚
に
し
て
も
結
構
負
担
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

例
え
ば
、
パ
ッ
ト
を
２
カ
月
に

１
袋
支
給
す
る
と
か
、
お
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答�（
教
育
次
長
）

　
小
中
学
校
入
学
助
成
金
に
つ

い
て
は
、
所
得
制
限
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
現
物
支
給
で
は
ど
う
か
と

の
ご
意
見
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

現
時
点
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
か
な
り
厳
し
い
と
い
う
お

答
え
し
か
で
き
な
い
こ
と
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答 （
保
健
福
祉
課
長
）

　
一
般
施
策
で
紙
お
む
つ
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
る
一

定
限
度
と
い
う
も
の
は
定
め
て

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
業

実
施
を
安
定
的
に
運
用
し
て
い

く
た
め
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問

紙
お
む
つ
支
給
事
業
で
す

が
、
町
の
要
項
に
よ
る
と
、
第

２
条
の
４
号
に
あ
る
町
長
が
特

に
必
要
と
認
め
た
方
と
は
ど
の

よ
う
な
方
で
す
か
。

答�（
保
健
福
祉
課
長
）

　
対
象
者
の
要
項
に
上
が
っ
て

い
る
以
外
の
方
で
、
ご
相
談
を
受

Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
を
配
布
す
る
こ
と

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
不

特
定
多
数
の
方
に
気
づ
い
て
い

た
だ
け
る
１
つ
の
有
効
な
手
段

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

認
知
症
の
方
の
行
動
は
分

か
ら
な
い
で
す
よ
。
万
が
一
認
知

症
の
方
が
県
外
に
出
ら
れ
る
こ

と
も
想
定
し
た
早
期
発
見
の
た

め
の
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
で
す
。
ご
家

族
の
方
は
申
込
み
に
来
る
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

答�（
医
療
保
険
課
長
）

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で

家
族
さ
ん
に
連
絡
が
行
く
な
り
、

警
察
の
方
に
連
絡
す
る
こ
と
で
、

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

る
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

いのうえ  きみ子 議員

一
つ
の
有
効
な
手
段
だ
と認識

し
て
い
る

見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
等
の
配
布
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

物
価
高
騰
対
応
負
担
軽
減
支
援

け
た
上
で
特
に
必
要
と
認
め
た

答 （
教
育
次
長
）

　
本
町
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏

ま
え
ま
す
と
、
助
成
額
の
見
直
し

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

答 （
保
健
福
祉
課
長
）

　
紙
お
む
つ
支
給
事
業
は
、
令
和

６
年
４
月
に
緩
和
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
昨
今
の
物ぶ

っ

価か

高こ
う

騰と
う

の
影
響
は

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
が
、
様
々

な
事
業
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、

当
該
事
業
の
要よ

う

件け
ん

緩か
ん

和わ

は
難
し

く
、
現
状
の
ま
ま
で
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

入
学
助
成
金
に
所
得
制
限

は
あ
る
の
で
す
か
。
物
価
高
で
、

体
操
服
と
か
に
し
ろ
、
現
物
支

給
と
か
で
き
な
い
で
す
か
。
ま

た
、
紙
お
む
つ
も
で
す
が
、
緩

和
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
今
聞
い

て
わ
か
り
ま
し
た
が
、
年
金
生

活
者
だ
け
の
方
で
あ
れ
ば
、
パ
ッ

場
合
、
支
給
す
る
も
の
で
す
。

問
見
守
り
Ｑ
Ｒ
シ
ー
ル
と
は
、

表
示
さ
れ
た
登
録
番
号
を
警
察

及
び
公
的
な
連
絡
先
に
伝
え
る

こ
と
で
身
元
が
分
か
り
、
早
期

の
発
見
保
護
に
繋
が
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
Ｑ
Ｒ
シ

ー
ル
等
の
配
布
は
、
近
隣
の
市

町
で
は
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
認
知
症

高
齢
者
の
行
方
不
明
者
の
早
期

発
見
、
保
護
及
び
地
域
の
見
守

り
支
援
の
充
実
を
図
る
支
援
と

し
て
、
導
入
す
る
お
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

答�（
医
療
保
険
課
長
）

　
ま
ず
は
一
人
歩
き
で
行
方
不

明
の
お
そ
れ
が
あ
る
方
の
把
握

に
努
め
、
本
人
の
写
真
と
家
族
の

連
絡
先
を
確
保
す
る
こ
と
を
優

先
し
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
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問 

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

社
会
の
中
で
、
公
共
施
設
の
利

活
用
の
一
環
と
し
て
貸
館
業
務

を
拡
大
し
て
使
用
料
収
入
の
増

収
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
質
問
す
る
。
①
貸
館
業

務
を
や
っ
て
い
る
旧
豊
郷
小
学

校
・
豊
栄
の
さ
と
・
隣
保
館
・

児
童
館
・
い
き
が
い
協
働
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
、
町
内
外
で
利
用

増
を
め
ざ
し
使
用
規
則
等
の
見

直
し
、
宣
伝
広
告
の
強
化
を
進

め
て
は
い
か
が
か
。
　
②
人
口

減
少
社
会
で
あ
り
、
町
民
に
は

利
便
性
と
低
料
金
を
保
障
し
、

町
外
の
方
に
は
、
安
心
安
全
の

施
設
と
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
利
用

が
増
え
る
貸
館
を
め
ざ
し
て
ほ

し
い
が
見
解
を
。

子育て世代の支援充実を

問 

町
の
子
育
て
支
援
事
業
の

充
実
の
た
め
、
②
点
質
問
し
ま

す
。
①
長
年
、
懸
案
の
「
0
～

1
歳
児
」
の
待た

い

機き

児じ

童ど
う

問
題
は

新
年
度
で
解
消
さ
れ
る
の
か
。

②
国
は
小
学
校
給
食
無
償
化
を

実
施
予
定
で
あ
る
。
町
は
す
で

に
小
中
学
校
給
食
の
無む

償し
ょ
う

化か

を

実
施
し
て
い
る
の
で
、
幼
稚
園

児
と
保
育
園
児
の
給
食
費
無
償

化
の
実
施
を
求
め
る
が
答
弁
を
。

答�（
教
育
次
長
）

　
①
に
つ
い
て
、
4
月
1
日
時

点
で
0
歳
児
、
1
歳
児
に
つ
い

て
は
0
人
で
す
。
②
に
つ
い
て
、

幼
稚
園
・
保
育
園
の
給
食
費
無

４月１日時点で、
０～１歳児の待機児童はゼロです

今村  えみこ 議員

ま
だ
ま
だ
議
論
が
必
要
で
す

公
共
施
設
の貸か

し

館か
ん

業ぎ
ょ
う

務む

の
拡
大
を

償
化
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問 

②
に
つ
い
て
、
町
内
に
あ
る

幼
稚
園
と
保
育
園
の
3
園
の
年

間
給
食
費
は
1
0
0
0
万
円
足

ら
ず
と
試
算
す
る
が
、
国
か
ら

小
学
校
給
食
費
無
償
化
に
か
か

る
町
へ
の
支
出
金
を
考
え
た
ら
、

で
き
る
ん
で
は
な
い
か
。

答�（
総
務
課
長
）

　
町
外
の
利
用
が
特
に
多
い
豊

郷
小
学
校
旧
校
舎
群
に
つ
い
て

は
町
外
の
方
に
対
し
、
使
用
料

を
増
額
し
ま
し
た
。

問 

私
は
、
豊
栄
の
さ
と
の
貸

館
業
務
こ
そ
、
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
、

公
民
館
施
設
と
地
域
の
市
民
セ

ン
タ
ー
的
施
設
と
一
本
化
し
て

貸
館
業
務
の
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。広
く
町
外
の
方
々

に
も
利
用
で
き
る
見
直
し
を
検

討
し
ま
せ
ん
か
。

答�（
総
務
課
長
）

　
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
を
考
え

る
と
、
ま
だ
ま
だ
議
論
の
余
地

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

答�（
教
育
次
長
）

　
当
然
、
国
か
ら
給
食
費
無
償

化
分
、
国
費
が
町
に
入
っ
て
き

ま
す
が
、
も
と
も
と
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
財
源
で
や
っ
て
い
た

事
業
な
の
で
、
違
う
事
業
に
充

当
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

町
長
あ
い
さ
つ
／
6
月
議
会
の
予
定
／
編
集
後
記

問 

こ
の
問
題
は
、
議
員
が
町

か
ら
許
可
を
得
ず
に
墓
地
の
水

道
ポ
ン
プ
を
撤
去
・
処
分
し
た

こ
と
か
ら
端た

ん

を
発は
っ

し
、
こ
の
議

員
は「
課
長
か
ら
許
可
を
も
ら
っ

て
交
換
を
し
た
」
と
言
い
ま
し

た
。
私
が
、
町
長
に
一
般
質
問

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
課
長
は
「
許

可
し
た
覚
え
は
な
い
」
と
答
弁

さ
れ
、
町
長
は
「
墓
地
の
運
営

に
つ
い
て
、
弁
護
士
と
相
談
し

な
が
ら
解
決
に
進
ん
で
ま
い
り

た
い
。」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
の

で
、解
決
に
向
け
た
進
展
が
あ
っ

た
の
か
、
町
長
と
し
て
毅き

然ぜ
ん

と

し
た
対
応
を
さ
れ
る
の
か
、
答

弁
を
求
め
ま
す
。

答�（
住
民
生
活
課
長
）

　
弁
護
士
か
ら
は
、
行
政
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
に
は
条
例
改

正
す
べ
き
で
あ
る
と
助
言
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答�（
町
長
）

　
引
き
続
き
襟え

り

を
正
し
て
行
政

運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問 

地
方
自
治
法
第
14
条
第
３

項
で
は
、
条
例
中
に
罰ば

っ

則そ
く

規き

定て
い

を
設
け
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
管
理
者
に
黙
っ
て
施
設
を
変

墓地管理運営のあり方を問う

９月までに答えをだす。

町
長
と
書
い
て
あ
り
、
管
理
組

合
の
こ
と
は
、
ど
こ
に
も
書
い

て
ま
せ
ん
よ
。
大
町
・
三
ツ
池

墓
地
は
、
個
人
と
違
い
ま
す
よ
。

　
そ
こ
で
、
町
長
、
課
長
、
自

分
の
財
産
を
勝
手
に
処し

ょ

分ぶ
ん
さ
れ

て
放
っ
て
お
け
ま
す
か
。
し
か

し
、
当
の
本
人
か
ら
は
反
省
の

色
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
多
く

の
方
々
が
、
寄
付
を
集
め
に
来

た
の
は
長
谷
川
氏
だ
と
言
っ
て

い
る
の
に
、
困
っ
た
ら
「
知
り

ま
せ
ん
。」
そ
の
後
は
放
っ
た
ら

か
し
。
墓
地
の
所
有
者
か
ら「
残

金
は
ど
う
な
っ
た
や
ろ
う
、
残

金
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
や
ろ
う
」
と
い
っ
た
声
が
、

私
に
何
人
も
の
方
か
ら
聞
か
さ

れ
ま
す
。
墓
地
に
は
、
残
金
を

貯
金
す
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

お
墓
参
り
に
来
て
い
る
方
は
、

知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
杉
区
や

日
栄
区
か
ら
も
寄き

附ふ

が
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
お
金
っ
て
公
金

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
知
ら
な

い
と
言
っ
て
い
る
長
谷
川
貴
康

氏
が
、個
人
通
帳
を
自
分
で
持
っ

て
い
る
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

　
町
長
は
、
施
設
管
理
や
維
持

の
執し

っ
行こ
う
権け
ん
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
議
員
は
、
議
事
機
関
で
あ

る
議
会
の
一
員
で
あ
り
ま
す
。
議ぎ

決け
つ
や
監か
ん

視し

が
主
な
役
割
で
あ
り

ま
す
。

　
顧こ

問も
ん

弁べ
ん

護ご

士し

と
相
談
し
て
解

決
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
と

共
に
、
改
め
て
抑よ

く

止し

の
観
点
か

ら
、
罰ば

っ

則そ
く

を
設
け
る
必
要
が
あ

る
と
提
案
し
ま
す
。

　
町
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と

に
対
し
て
、
い
つ
ま
で
に
検け

ん

討と
う

結け
っ

果か

を
出
す
か
。
ど
こ
で
示
す

の
か
。
明
確
な
答
弁
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

答�（
町
長
）

　
こ
れ
は
行
政
の
問
題
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
色
々
な
発
言

い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は
り
議

員
の
皆
さ
ん
は
、
公こ

う

職し
ょ
くに
則
っ

て
物
事
は
や
っ
て
い
た
だ
く
の

は
当
た
り
前
で
す
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
説
明
責
任

を
果
た
し
、
さ
れ
る
か
、
と
い

う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
遍
、
弁
護
士
と
相
談
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
決

断
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

９
月
ま
で
に
は
答
え
を
出
し
て
、

何
ら
か
の
報
告
を
し
ま
す
。

え
た
。
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も

秩ち
つ

序じ
ょ
や
品ひ
ん

位い

が
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
長
谷
川
貴
康
氏
に
対
し

て
議ぎ

員い
ん

辞じ

職し
ょ
く

勧か
ん

告こ
く

決け
つ

議ぎ

案あ
ん

を

提
案
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
反

対
さ
れ
ま
し
た
。
ま
し
て
や

今
村
氏
が
反は

ん

対た
い

討と
う

論ろ
ん

で
寄
付

行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
河
合
勇
の
喋
っ
て

い
る
こ
と
に
は
信
憑
性
が
な
い

と
、
何
を
根
拠
に
言
っ
た
の
か
、

私
は
回
答
を
求
め
た
い
。
も
う

「
な
か
よ
し
こ
よ
し
」
の
賛
成
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。
法
令
、条
例
、

規
則
に
基
づ
い
て
判
断
を
し
て

も
ら
わ
な
い
と
大
変
困
り
ま
す
。

以
上
の
件
で
、答
弁
を
願
い
た
い
。

答�（
町
長
）

　
条
例
改
正
の
内
容
は
、
町
が
管

理
す
る
と
い
う
形
の
中
で
、
あ

と
は
利
用
者
で
管
理
し
て
も
ら

う
ん
だ
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
と

私
は
ず
っ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
た
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
厳
密
に
言
え
ば
条

例
に
違い

反は
ん

し
て
い
る
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問 

町
長
、
あ
ま
り
言
い
逃
れ

は
し
な
い
よ
う
に
。
条
文
に
は

かわい  勇 議員
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次
の
ペ
ー
ジ
は
◁

町
長
あ
い
さ
つ
／
6
月
議
会
の
予
定
／
編
集
後
記

問 

こ
の
問
題
は
、
議
員
が
町

か
ら
許
可
を
得
ず
に
墓
地
の
水

道
ポ
ン
プ
を
撤
去
・
処
分
し
た

こ
と
か
ら
端た

ん

を
発は
っ

し
、
こ
の
議

員
は「
課
長
か
ら
許
可
を
も
ら
っ

て
交
換
を
し
た
」
と
言
い
ま
し

た
。
私
が
、
町
長
に
一
般
質
問

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
課
長
は
「
許

可
し
た
覚
え
は
な
い
」
と
答
弁

さ
れ
、
町
長
は
「
墓
地
の
運
営

に
つ
い
て
、
弁
護
士
と
相
談
し

な
が
ら
解
決
に
進
ん
で
ま
い
り

た
い
。」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
の

で
、解
決
に
向
け
た
進
展
が
あ
っ

た
の
か
、
町
長
と
し
て
毅き

然ぜ
ん

と

し
た
対
応
を
さ
れ
る
の
か
、
答

弁
を
求
め
ま
す
。

答�（
住
民
生
活
課
長
）

　
弁
護
士
か
ら
は
、
行
政
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
に
は
条
例
改

正
す
べ
き
で
あ
る
と
助
言
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
相
談
し

な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

答�（
町
長
）

　
引
き
続
き
襟え

り

を
正
し
て
行
政

運
営
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
た
い
。

問 

地
方
自
治
法
第
14
条
第
３

項
で
は
、
条
例
中
に
罰ば

っ

則そ
く

規き

定て
い

を
設
け
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
管
理
者
に
黙
っ
て
施
設
を
変

墓地管理運営のあり方を問う

９月までに答えをだす。

町
長
と
書
い
て
あ
り
、
管
理
組

合
の
こ
と
は
、
ど
こ
に
も
書
い

て
ま
せ
ん
よ
。
大
町
・
三
ツ
池

墓
地
は
、
個
人
と
違
い
ま
す
よ
。

　
そ
こ
で
、
町
長
、
課
長
、
自

分
の
財
産
を
勝
手
に
処し

ょ

分ぶ
ん
さ
れ

て
放
っ
て
お
け
ま
す
か
。
し
か

し
、
当
の
本
人
か
ら
は
反
省
の

色
も
見
受
け
ら
れ
な
い
。
多
く

の
方
々
が
、
寄
付
を
集
め
に
来

た
の
は
長
谷
川
氏
だ
と
言
っ
て

い
る
の
に
、
困
っ
た
ら
「
知
り

ま
せ
ん
。」
そ
の
後
は
放
っ
た
ら

か
し
。
墓
地
の
所
有
者
か
ら「
残

金
は
ど
う
な
っ
た
や
ろ
う
、
残

金
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る

の
や
ろ
う
」
と
い
っ
た
声
が
、

私
に
何
人
も
の
方
か
ら
聞
か
さ

れ
ま
す
。
墓
地
に
は
、
残
金
を

貯
金
す
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

お
墓
参
り
に
来
て
い
る
方
は
、

知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
杉
区
や

日
栄
区
か
ら
も
寄き

附ふ

が
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
お
金
っ
て
公
金

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
知
ら
な

い
と
言
っ
て
い
る
長
谷
川
貴
康

氏
が
、個
人
通
帳
を
自
分
で
持
っ

て
い
る
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
不
思
議
で
な
ら
な
い
。

　
町
長
は
、
施
設
管
理
や
維
持

の
執し

っ
行こ
う
権け
ん
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
議
員
は
、
議
事
機
関
で
あ

る
議
会
の
一
員
で
あ
り
ま
す
。
議ぎ

決け
つ
や
監か
ん

視し

が
主
な
役
割
で
あ
り

ま
す
。

　
顧こ

問も
ん

弁べ
ん

護ご

士し

と
相
談
し
て
解

決
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
と

共
に
、
改
め
て
抑よ

く

止し

の
観
点
か

ら
、
罰ば

っ

則そ
く

を
設
け
る
必
要
が
あ

る
と
提
案
し
ま
す
。

　
町
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と

に
対
し
て
、
い
つ
ま
で
に
検け

ん

討と
う

結け
っ

果か

を
出
す
か
。
ど
こ
で
示
す

の
か
。
明
確
な
答
弁
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

答�（
町
長
）

　
こ
れ
は
行
政
の
問
題
で
あ
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
色
々
な
発
言

い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は
り
議

員
の
皆
さ
ん
は
、
公こ

う

職し
ょ
くに
則
っ

て
物
事
は
や
っ
て
い
た
だ
く
の

は
当
た
り
前
で
す
か
ら
、
ど
の

よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
説
明
責
任

を
果
た
し
、
さ
れ
る
か
、
と
い

う
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
遍
、
弁
護
士
と
相
談
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
決

断
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
は
、

９
月
ま
で
に
は
答
え
を
出
し
て
、

何
ら
か
の
報
告
を
し
ま
す
。

え
た
。
こ
れ
は
、
あ
ま
り
に
も

秩ち
つ

序じ
ょ
や
品ひ
ん

位い

が
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
長
谷
川
貴
康
氏
に
対
し

て
議ぎ

員い
ん

辞じ

職し
ょ
く

勧か
ん

告こ
く

決け
つ

議ぎ

案あ
ん

を

提
案
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
反

対
さ
れ
ま
し
た
。
ま
し
て
や

今
村
氏
が
反は

ん

対た
い

討と
う

論ろ
ん

で
寄
付

行
為
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
な

い
。
ま
た
、
河
合
勇
の
喋
っ
て

い
る
こ
と
に
は
信
憑
性
が
な
い

と
、
何
を
根
拠
に
言
っ
た
の
か
、

私
は
回
答
を
求
め
た
い
。
も
う

「
な
か
よ
し
こ
よ
し
」
の
賛
成
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。
法
令
、条
例
、

規
則
に
基
づ
い
て
判
断
を
し
て

も
ら
わ
な
い
と
大
変
困
り
ま
す
。

以
上
の
件
で
、答
弁
を
願
い
た
い
。

答�（
町
長
）

　
条
例
改
正
の
内
容
は
、
町
が
管

理
す
る
と
い
う
形
の
中
で
、
あ

と
は
利
用
者
で
管
理
し
て
も
ら

う
ん
だ
と
い
う
答
弁
だ
っ
た
と

私
は
ず
っ
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
管
理
を
し
て
い
た
だ

い
た
面
も
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
厳
密
に
言
え
ば
条

例
に
違い

反は
ん

し
て
い
る
形
に
な
っ

て
い
ま
す
。

問 

町
長
、
あ
ま
り
言
い
逃
れ

は
し
な
い
よ
う
に
。
条
文
に
は

かわい  勇 議員
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６
月
３
日（
水
）　
開
　
会

６
月
５
日（
金
）　
一
般
質
問

６
月
８
日（
月
）　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

６
月
９
日（
火
）　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

６
月
10
日（
水
）　
文
教
民
生
常
任
委
員
会

６
月
16
日（
火
）　
再
　
開

＊ 

時
間
は
い
ず

れ
も
９
時
か

ら
で
す
。

＊ 

傍
聴
は
誰

で
も
で
き
ま

す
。
お
気

軽
に
お
越
し

下
さ
い
。
議

場
は
３
階
で

す
。 66

月
議
会
の
予
定

月
議
会
の
予
定

編
集
後
記

　
暦こ

よ
みの
上
で
は
夏
と
な
り
、
夏
の
兆き

ざ

し
が
み
え

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
皆
様
か
ら
の
厳げ

ん

粛し
ゅ
くな
信し

ん

託た
く

を
受
け
た

そ
の
日
か
ら
、「
ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
が
輝
く

豊
郷
に
！
」
を
掲か

か

げ
、
子
育
て
支
援
の
充
実
・

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
・
待
機
児
童

「
ゼ
ロ
」
を
柱
と
し
て
議
員
活
動
に
励は

げ

ん
で
参

り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
今
回
で
１
０
０
号
の
発
行

を
迎む

か

え
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
下
さ
い
ま
し
た
読

者
の
皆
様
に
は
、
感
謝
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

改
め
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
案
審
議
内
容
等
を
掲け

い

載さ
い

し
、
議
会
で
は
何
を
審
議
し
て
い
る
の
か
を
議

会
広
報
常
任
委
員
が
、
校こ

う

正せ
い

や
編へ

ん

集し
ゅ
うを
重
ね
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
読
み
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
会
広
報
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　

�

副
委
員
長
　
辻
本
　
勇

議
会
だ
よ
り
100
号
に
よ
せ
て

　
議
会
だ
よ
り
100
号
の
発
行
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
議
会
広
報
常
任
委
員
会
を
中
心
に
発
行
に
携

わ
っ
た
議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
議
会
だ
よ
り
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
議
会
と
い
う

場
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
ど
う
い
っ
た
議
論
が

さ
れ
て
い
る
の
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
重
要
な
情
報

ツ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
。
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
多
用
し
た
冊
子
の

構
成
や
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
デ
ー
タ
を
掲
載
す
る
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
便
利
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
進

化
を
続
け
て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
時
代
の

流
れ
に
合
わ
せ
、
100
号
を
通
過
点
に
更
な
る
発
展
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
町
と
議
会
が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
、
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
の
建
設
的
な
議
論
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

豊
郷
町
議
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

�

豊
郷
町
長
　
伊
藤
　
定
勉

議会広報常任委員会
【委員長】
　西　澤　博　一

【副委員長】
　辻　本　　　勇

【委　員】
　河　合　　　勇
　前　田　広　幸
　村　岸　善　一
　長谷川　貴　康

【書記】横
よこ

畝
せ

  莉
り

生
お

奈
な

　今年度より書記に任命
されました。
　どうぞよろしくお願い
いたします。
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